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つくば市議会ͩΑり

議会をもͬͱりたくͳる情報ࢴ

ϚνΠϩ

つくば市議会ͩΑり͕
スϚートϑΥンでಡめます

　　　　　　　　  一ൠ会1      　　　ܭ0�� ԯ 1000 ສԁ 
　　　　　 ಛผ会3          　　　ܭ�� ԯ     �0� ສ � ઍԁ
　　    　      ਫಓۀࣄ会9             　ܭ� ԯ �19� ສ 3 ઍԁ
　　              Լਫಓۀࣄ会1      　ܭ�� ԯ 1129 ສ � ઍԁ

̒月　̍日 	 木 
     ։会　　　　
　　　８日 	 木 
     一ൠ࣭
　　　̕日 	 金 
     一ൠ࣭
　　   12 日 	 月 
     一ൠ࣭・૯ׅ࣭ٙ
　　   1� 日 	 ਫ 
     ༧ࢉ決ࢉ委員会（૯文ڭ）・૯文ڭ委員会
　　   　  　　　　  ༧ࢉ決ࢉ委員会（ࢱ保健）・ࢱ保健委員会
　　   1� 日 	 木 
     ༧ࢉ決ࢉ委員会（市民ࡁܦ）・市民ࡁܦ委員会
　　   　  　　　　  ༧ࢉ決ࢉ委員会（市ݐઃ）・市ݐઃ委員会
　　   20 日 	 Ր 
     ༧ࢉ決ࢉ委員会
　　   23 日 	 金 
     ౼・࠾決・ด会                             　　      

/P�176
令和５年 	2023 年 
 ５݄１ൃ行
ൃ行ɿつくば市議会
ฤूɿ報ௌ委員会

３月定例会

会派表࣭
一般࣭
委員会審査
議案等審議
議決݁Ռ・賛否　
特ू

1 ２ʙ４
1 ４ʙ８
1 ９ʙ 10
1 10
1 11
1 12

⾣つくば市議会
　νϟϯネϧ

⾣ ６݄定例会　　　
　 スケジϡーϧ

つくば市議会
νϟϯネϧ

Ͱ৴中
νϟϯネϧొ

いしますئ͓

一 ൠ ࣭ 

議 案 審 議

1 � 名 の 議 員 ͕ ന  の 議  を ల ։

議 案 � � 件

YouTubeで動画を配信しています
つくば市議会チャンネル

⾣つくば市議会
　νϟϯネϧ

νϟϯネϧ
ొ͓ئい

します

令和５年
ॳ༧ֹࢉ
1�0� ԯ

930 ສ
　　� ઍԁ

令和５年ॳ༧ࢉ案 を ༧ࢉ決ࢉ委員会 ֤分Պ会 Ͱ 審ࠪ しましたʂ

˔ ૯文ڭ分Պ会 ˔
εϚートγςΟਪਐ２　ۀࣄԯ 3��3 ສԁ֦ॆ

ίーチンάݚम　　　931 ສԁ

ෆొߍ児童ੜెࢧԉ事業　
　　　　　　　１ԯ 4907 ສԁ

設事業ݐߍֶ
（Ծশ）Έどりのೆখֶߍ・中ֶߍ

設事業　　　  51ݐ 　 ԯ 2207 ສԁ
 　（Ծশ）中ࠜ・ۚా地区খֶߍ
設事業　　       14ݐ 　 ԯ 8164 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

֦ॆ

新ن
ଓܧ

子ҭてࢧԉڌۀࣄ　　̍ԯ 1�3� ສԁ

高齢者ి動Ξγスト自転車ߪೖ費
補ॿ事業　　　　　 　 3675 ສԁ

地域ަྲྀηンλーػ֦ॆ事業　
　　　　　　　　　　2751 ສԁ
一般廃غの࠷ऴ処分ํ法に関す
る1    　　　　　　౼ݕ442 ສԁ
高ػফࢦ令ηンλー૯合備
事業　　　　　　　       995 ສԁ
　　　　　　　　　　　　   ΄͔

けφϏήーγϣン者ো֮ࢹ
γスςϜ࣮ূ࣮95  　　ݧ ສԁ

自転車のまͪͮくり事業
、備、Πϕント、計ը策定ڌ）

όスϥοϐンά）　　7338 ສԁ　　
　　　　　　　　　　　　　　
つくばηンλーϏϧ公ڞ施設
改म事業　　　  5 ԯ 4682 ສԁ　　
　　　　　　　　　　          ΄͔

会   ද ࣭  ̐ 名 の 議 員 ͕ ࢪ 政 ํ  を  ͏

˔ ࢱ保健分Պ会 ˔

˔ 市民ࡁܦ分Պ会 ˔ ˔ 市ݐઃ分Պ会 ˔

  　令和５年ॳ༧ࢉ案のओなۀࣄ  

 ൜εςーγϣϯઃஔ1　ۀࣄ121 ສԁ

新ن
ଓܧ

֦ॆ

公ཱ保育ॴ̞̘̩Խਪਐ事業　
　　　 　 　　　　　　  2178 ສԁ

新ن

新ن

子ٶᰍ͕んΩャοチΞοϓछ
事業　　　 　 　　１ԯ 5602 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　　΄͔

ଓܧ

ଓܧ
֦ॆ 　ۀࣄઃվ修・උࢪޫ؍

ஜ;れ͋いのཬΩャンϓ場改म事業　    　１ԯ 3309 ສԁ　
๛ཬΏ͔りの園प༡ίース等備事業　１ԯ 2849 ສԁ

֦ॆ

新ن

新ن

新ن

新規

継続

継続

３月定例会ϋΠラΠト ̒月定例会։࠵༧定



2
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令和５年のओཁࡦࢪ
会

の
構
成
議
員

が
̏
人
Ҏ
্
の
会

か
ら
、会

を
代
表
し
て
１
人
が
行
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
̐
会

の

ද
ऀ
が
市
長
の
ủ
令
和
５
年
度
市

ӡ
Ӧ
の
ॴ
৴
ͱ

ओ
ཁ
施
ࡦ
Ứ
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
̏
݄
市
議
会
ఆ
例
会
の
։
会

に
ỏ
ޒ
े
ཛྷ
市

͕

ủ
令
和
５
年
度
市

ӡ
Ӧ
の
ॴ
৴
ͱ
ओ
ཁ
施
ࡦ
Ứ
に
つ
い
て
ड़
べ
·
͠
ͨ
Ố

を
効
果
的
に
活
用
し
て
市
全
体
の
事

業
に
Ө
ڹ
を
及
΅
さ
な
い
よ
う
に
し

た
。
市
税
な
ど
の
歳
入
も
、
経
ࡁ
の

動
向
を
的
確
に
見
込
Μ
で
最
大
限
の

ࡒ
ݯ
配
分
を
し
、
多
く
の
৽
規
事
業

を
予
算
案
に
盛
り
込
め
た
と
考
え
て

い
る
。
ᶄ
৽
ܕ
コ
ロ
ナ

イ
ル
ス
感

છ

の
Ө
ڹ
で
、こ
こ

年
、社
会・

経
ࡁ
活
動
が

制
的
だ
っ
た
ঢ়
گ
を

転

す
る
た
め
、
市
民
活
動
や
地
域

交
流
を
後
ԡ
し
す
る
事
業
を
重
点
的

に
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
۩
体
的
に

は
、
中
心
市
街
地
で
の
市
民
活
動
ڌ

点
整
備
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
機
能

拡
充
事
業
な
ど
、
市
民
が
利
用
し
や

す
い
居
場
所
環
境
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
چ
筑
波
౦
中
学
校
で
の

δ
Φ
パ
ー
ク
と
自
転
車
ڌ
点
施
設
の

ଞ
、
文
化
ܳ
ज़
ڌ
点
、
市
民
も
利
用

で
き
る
み
ど
り
の
学
校
プ
ー
ル
の
整

備
を
進
め
る
。
ま
た
、
৽
た
に
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
費
補
助
や
文

化
ܳ
ज़
ؑ


費
用
の
一
部

助
成
な
ど
を

実
施
し
、
市

民
の
自
発
的

な
活
動
や
交

流
を
ଅ
す
。

　
　
　
　
ຽ
ؒ
ࣄ
ۀ
ऀ
に
ച
٫
͠
ͨ

࣭

ऀ

　
　
খ͜
くٱ

保̈́

و͔ͨ
࢙͠

議
員

つ
く
ば
ࣗ
ຽ
ౘ


ද

くࠇ
Ζ
ͩా

݈͚
Μ
す༞͚

　
　
　
　
くٱ

΅


保
୩

͔ͨ
͓

　
　
　
　
ͱ಄͏ޒ͝

ହ
す
·͞

　
　
　
　
খ͜
くٱ

保̈́

و͔ͨ
࢙͠

　
　
　
　
ਆ͔Έ
୩

େͩ
い
ͧଂ͏

　
　
　
　
ͳ
͕
つ௩͔

ढ़ͨ
͔
ͻ
Ζ



ܖ

͔
Β
ݱ
ࡏ
の
計
ը
ڠ
議
ঢ়

گ
ỏ
ެ
త
ར
༻
す
る

ࡂ
ڌ

施
ઃ

の
प
ล

ڥ
ͱ
ࠓ
ޙ
に
つ
い
て

͏
Ố

　
　
　
　
令
和
３
年
６
݄
に
高
エ
ネ

研
南
側
未
利
用
地
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
か
ら
の
当
֘
地
利
活
用
に

関
す
る
提
言
を
基
に
、
土
地
利
用
方


案
を
作
成
し
た
。
こ
の
方

案
に

対
す
る
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

市
民
説
明
会
を
実
施
し
、
市
民
意
見

を
反
ө
し
て
最
ऴ
方

を
策
定
し
た
。

令
和
３
年
12
݄
議
会
で
、ủ
つ
く
ば

市
土
地
開
発
公
社
が
当
֘
地
を
市
以

外
の
第
三
者
に
対
し
ৡ

で
き
る
。Ứ

と
す
る
議
案
の
可
決
に
基
づ
き
、
市

の
プ
ロ
ポ
ー
β
ル
の
Ψ
イ
υ
ラ
イ
ン

に
ଇ
し
て
買
ड
ީ
補
者
を
選
定
し
、

法
的
確
認
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
令

和
４
年
８
݄
に
土
地
売
買
契
約
が
క

݁
さ
れ
、
適
正
に
当
֘
地
は
売
٫
さ

れ
た
。
現
在
は
、
土
地
所
有
者
の

グ
ッ
υ
マ
ン
δ
ャ
パ
ン
側
が
、
当
֘

地
開
発
の
ৄ
ࡉ
な
全
体
計
ը
を
作
成

し
て
い
る
。
市
は
、
主
に

市
計
ը

の
用
్
地
域
ม
ߋ
の
ख
続
き
を
進
め

て
い
た
が
、
令
和
５
年
２
݄
21

に


市
計
ը
の
決
定
を
し
た
。
今
後
は

開
発
・
建
ங
な
ど
の
ख
続
き
に
ܞ
わ

る
が
、
当
֘
地
の
一
部
を
市
の

ࡂ

ڌ
点
施
設
と
し
て
公
的
利
用
す
る
の

で
、
グ
ッ
υ
マ
ン
δ
ャ
パ
ン
側
と
十

分
に
࿈
ܞ
・
協
議
し
、
周
ล
環
境
へ

配
慮
す
る
と
と
も
に
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
Ӷ
意

力
す
る
。

　
　
　
　
ᶃ
予
算


ͱ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़

の
ό
ϥ
ϯ
ε
ỏ
ᶄ
ủ
੩
͔
Β
ಈ

の

స

Ứ
Λ
ਤ
る
施
ࡦ
の
ߟ
͑
に
つ
い

て

͏
Ố

　
　
　

ᶃ
令
和
５
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
案
は
、
１
０
８
５
億
１
千

万
円
、
前
年
度
比
較
約
６
・
９
％
増

で
、
５
年
࿈
続
で
ա
ڈ
最
大
の
予
算

と
な
っ
た
。
予
算
ฤ
成
に
当
た
り
、

小
・
中
学
校
や
給
৯
セ
ン
タ
ー
な
ど

大
規
模
な
建
設
事
業
の
ू
中
を
事
前

に
見
込
み
、
計
ը
的
に
基
ۚ
を
ੵ
み

立
て
、
あ
ら
か
じ
め
४
備
し
た
ࡒ
ݯ

ओ
ཁ
施
ࡦ
ͱ

ॳ
予
算˞

ৄ
ࡉ
は
市
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
を
͝
ཡ
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度

ॳ
予
算

ớ
案
Ờ
֓
ཁ
に
つ
い
て

ߴ
Τ
ω
ݚ
ೆ
ଆ
の



ച
٫
ͱ
ࠓ
ޙ
に

つ
い
て

పఈした
政վֵߦ

̍ ҆৺の
子ҭて

２

市政運営のॴ৴ͱ
ओཁ施策の֓ཁ

པれΔ
ࢱ

３ ศརな
Πϯϑラ

̐

あΔؾ׆
Ҭ

５ れΔތ
まͪ

̒

࣭


࣭



ห


ห

⾣Ҭަྲྀηϯλーػ֦ॆۀࣄ
⾣つくばηϯλーϏϧ市民׆ಈڌۀࣄ
⾣つくばӺલの市民૭ޱηϯλーの։ઃ
⾣֤委員会のΠϯλーネットө૾৴
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⾣子ҭてࢧԉڌۀࣄ
ೖߪثػࠪݕ۶ં⾣
⾣公ཱ保ҭԂ̞̘̩Խਪਐۀࣄ
⾣ෆొࣇߍಐ生ెࢧԉۀࣄ

など

⾣高ྸऀిಈΞγεト自సंߪೖඅิॿۀࣄ
⾣高ྸऀҠಈࢧԉ୲いखҭۀࣄ
ۀࣄௌϘラϯςΟΞ⾣
⾣ಛผࢧԉڭҭ૬ஊۀࣄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⾣࿏ઢόεӡߦ実ূ実ۀࣄݧ
⾣自సंのまͪづくΓۀࣄ
けφϏήーγϣϯγεςϜऀো֮ࢹ⾣
　実ূ実ݧ
⾣高ػফࢦ令ηϯλー૯߹උۀࣄ

など

⾣（Ծশ）ΈどΓのֶߍϓーϧݐઃۀࣄ
⾣൜εςーγϣϯઃஔۀࣄ
⾣࿑ಇऀڠಇ߹のઃཱࢧԉۀࣄ
⾣δΦύーク中֩ڌࢪઃඋۀࣄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

⾣つくばηϯλーϏϧ公共ࢪઃվ修ۀࣄ
ۀࣄઃվ修・උࢪޫ؍⾣
⾣ 公共ࢪઃのθϩΧーϘϯԽにけた࠶生

可ΤネϧΪーઃඋಋೖௐࠪ
⾣市民ڠಇܗ؍ܠۀࣄ

など

会


ද
࣭


#.9 ίース
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い
っ
た
国
家
資
格
な
ど
を
持
ち
、
市

民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
職
員
の
多
く

が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
や
委
託
と

い
っ
た
１
年
更
新
の
不
安
定
雇
用
と

な
っ
て
い
る
。
専
門
職
の
非
常
勤
職

員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
の
方
針
を

伺
う
。
ま
ず
は
継
続
年
数
な
ど
の
実

態
調
査
を
行
い
、
検
討
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

　
　
　
　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
よ

り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

上
で
重
要
な
専
門
職
で
も
、
会
計
年

度
任
用
職
員
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

専
門
職
の
採
用
は
、
各
部
署
の
意
見

を
聴
取
し
て
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

今
後
も
力
を
注
い
で
い
く
。
な
お
、

常
勤
職
員
採
用
試
験
で
は
、
年
齢
制

限
を
撤
廃
し
、
市
役
所
で
市
民
の
た

め
に
働
き
た
い
人
が
広
く
挑
戦
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
る
の
で
、
会
計

年
度
任
用
職
員
も
含
め
多
く
の
人
に

受
験
し
て
も
ら
い
た
い
。
長
年
勤
務

す
る
専
門
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
地
方
公
務
員
法
の
規
定
の
「
採

用
の
方
法
」
お
よ
び
「
採
用
試
験
の

公
開
平
等
」
の
原
則
か
ら
常
勤
職
採

用
に
課
題
は
あ
る
が
、
長
年
の
勤
務

経
験
は
貴
重
で
あ
る
。
当
面
は
、
該

当
者
の
実
態
把
握
と
と
も
に
、
毎
年

人
事
課
が
実
施
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
各
部

署
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
専
門
職
の

任
用
形
態
を
検
討
し
て
い
く
。

実
際
、
中
心
部
の
人
や
お
金
が
周
辺

部
ま
で
届
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
い
。
賑
わ
っ
て
い
る
の
は
年
に
数

回
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
だ
け
で
あ
る
。

市
長
の
い
う
「
遠
心
力
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
、実
例
を
伺
う
。

　
　
　
　
中
心
部
か
ら
周
辺
部
に
遠

心
力
を
働
か
せ
る
た
め
、
地
域
住
民

主
体
の
周
辺
市
街
地
活
性
化
協
議
会

を
８
市
街
地
全
て
で
立
ち
上
げ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
補
助
金

に
よ
る
支
援
で
地
域
の
魅
力
を
さ
ら

に
向
上
で
き
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
新
た
な
担
い
手
獲
得
の
た

め
「
つ
く
ば
Ｒ

リ
ー
ジ
ョ
ン
エ
イ
ト

８
ア
イ
デ
ィ
ア
ソ

ン
」
を
開
催
し
、
参
加
者
50
名
弱
が

地
域
づ
く
り
の
企
画
提
案
か
ら
実
証

事
業
ま
で
行
っ
た
。
ま
た
、
新
規
創

業
者
呼
び
込
み
の
た
め
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
吉
沼
ま
ち
か
ど
テ
ラ

ス
」を
開
設
し
て
３
店
舗
が
出
店
し
、

周
辺
市
街
地
以
外
の
周
辺
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
制
度
も
募
集

を
開
始
し
た
。
委
託
事
業
が
地
域
外

の
人
材
や
創
業
者
の
呼
び
込
み
に
つ

な
が
り
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
か
っ
た
周

辺
部
に
中
心
部
の
人
が
行
く
と
い
う

期
待
が
、
数
回
で
も
始
ま
っ
た
こ
と

は
極
め
て
大
き
な
変
化
だ
と
考
え

る
。
10
月
に
は
議
会
か
ら
の
提
言
も

あ
り
、
新
た
な
地
域
で
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

　
　
　
　
今
年
度
策
定
予
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
ど
の
よ
う
な
内

容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、
市

全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
方
針
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
移
動
等
円

滑
化
促
進
地
区
を
設
定
し
て
面
的
・

一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
方
針

を
示
す
計
画
で
あ
る
。
公
共
施
設
は

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
高
齢
者
や
障
害
者
を

は
じ
め
、
妊
産
婦
や
子
ど
も
、
傷
病

者
な
ど
の
意
見
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
他
市
の
事

例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

　
　
　
　
本
年
改
修
が
予
定
さ
れ
て

い
る
市
の
施
設
、
次
年
度
以
降
に
お

け
る
新
設
や
改
修
に
当
た
り
、
当
事

者
の
目
線
を
取
り
入
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
多
様
な
人
の
意
見
を
参
考

に
、
今
後
も
誰
も
が
使
い
や
す
い
公

共
施
設
を
目
指
す
。
ま
た
、
次
年
度

以
降
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
所
管
す
る
部
署

を
中
心
に
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
妊

産
婦
な
ど
、

当
事
者
の
意

見
を
取
り
入

れ
る
仕
組
み

を
構
築
し
て

い
く
。

　
　
　
　
つ
く
ば
市
は
職
員
３
７
０

０
人
か
ら
な
る
組
織
で
あ
る
が
、
そ

の
半
数
近
く
は
会
計
年
度
任
用
職
員

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
師
、

保
育
士
、
司
書
、
各
種
相
談
員
と

自
民
党

政
清
ク
ラ
ブ

　
代
表　
飯い
い
お
か岡　
宏ひ
ろ
ゆ
き之

　
　
　
　
鈴す
ず
き木　

富ふ

じ

お
士
雄

　
　
　
　
塚つ
か
も
と本　
洋よ
う
じ二

　
　
　
　
木き
む
ら村　

修し
ゅ
う
じ寿

　
　
　
　
宮み
や
も
と本　
達た
つ
や也

　
質
問
者

　
　
飯い
い
お
か岡　

宏ひ
ろ
ゆ
き之　

議
員

　
質
問
者

　
　
あ
さ
の　
え
く
こ　
議
員

　
代
表　
皆み
な
が
わ川　
幸ゆ
き
え枝

　
　
　
　
小こ
も
り
や

森
谷　
さ
や
か

　
　
　
　
あ
さ
の　
え
く
こ

　
　
　
　
川か
わ
む
ら村　

直な
お
こ子

　
　
　
　
洞
峰
公
園
の
譲
渡
は
無
償

と
は
言
え
、
毎
年
約
２
億
３
千
万
円

の
維
持
管
理
費
を
考
え
る
と
、
大
き

な
負
担
に
は
間
違
い
な
い
。
市
長
は

こ
の
問
題
に
つ
い
て
知
事
と
直
接
話

し
合
っ
た
の
か
。
ま
た
、
決
定
す
る

市
長
は
市
民
へ
の
説
明
義
務
を
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ア

ン
ケ
ー
ト
も
取
ら
ず
、
市
長
は
独
断

で
決
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
ど

こ
で
誰
か
ら
ど
れ
だ
け
の
意
見
を
聞

い
て
、
無
償
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
を

つ
く
ば
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

決
め
た
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
　
県
の
担
当
部
局
と
対
面
や

文
書
な
ど
で
協
議
を
重
ね
、
機
会
を

見
て
知
事
と
直
接
話
し
て
き
た
。
施

設
の
耐
震
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
県
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今

後
、
現
地
調
査
や
県
と
の
協
議
を
進

め
、
維
持
管
理
費
な
ど
を
精
査
し
、

市
全
体
に
望
ま
し
い
公
園
管
理
や
運

営
を
、
適
宜
議
員
や
市
民
と
議
論
し

て
い
く
。
無
償
譲
渡
の
承
認
は
議
会

か
ら
得
て
い
な
い
の
で
、
今
後
も
議

会
に
県
と
の
協
議
内
容
を
共
有
し
て

対
話
を
積
み
重
ね
、
協
議
会
を
設
置

し
て
市
民
と
共
に
在
り
方
を
検
討
す

る
。
知
事
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

は
会
っ
た
が
県
庁
で
話
し
て
お
ら

ず
、
県
政
要
望
時
も
前
日
に
都
合
が

悪
く
な
っ
た
と
連
絡
が
あ
り
、
副
知

事
と
県
庁
で
協
議
し
た
。
県
は
無
償

譲
渡
か
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
継
続
を
提
示

し
、
市
は
当
初
の
値
上
げ
案
を
要
望

し
た
が
、
利
用
料
金
値
上
げ
は
公
平

性
に
欠
け
る
解
決
法
で
採
用
の
考
え

は
な
い
と
県
か
ら
回
答
さ
れ
た
。

　
　
　
　
市
内
８
カ
所
の
周
辺
地
域

を
、
市
民
有
志
と
コ
ン
サ
ル
業
者
が

協
力
し
あ
っ
て
活
性
化
さ
せ
る
Ｒ
８

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。
市
長
は
遠
心

力
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、

洞
峰
公
園
、
県
か
ら

市
へ
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策
の

展
開
に
つ
い
て

非
常
勤
専
門
職
の

正
規
化
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

周
辺
市
街
地
活
性
化

に
つ
い
て

質
問

実サイズでバリアフリーを確認
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最
も
重
要
な
の
は
、
児
童
生
徒
が
ޓ

い
を
認
め
合
い
、
ࢥ
い

り
自
分
を

表
現
し
な
が
ら
学
べ
る
、
安
心
と
魅

力
の
あ
る
幸
せ
を
実
感
で
き
る
学
校

づ
く
り
だ
と
考
え
る
。
そ
の
１
つ
と

し
て
、
児
童
生
徒
の
不
安
な
ど
へ
の

対
応
が
大

な
の
で
、
教
育
૬
ஊ
員

な
ど
の
増
員
は
不
可
ܽ
と
考
え
る
。

児
童
生
徒
や
家
ఉ
の
多
様
化
が
進
む

中
、
多
様
な
人
ࡐ
を
活
用
し
て
一
人

一
人
に
寄
り
添
う
教
育
を
進
め
る
。

そ
の
上
で
、
１
つ
の
正
解
を
求
め
る

教
育
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
が
自
ら

考
え
、
自
ݾ
決
定
で
き
る
よ
う
な
学

校
教
育
を
推
進
し
、
社
会
的
に
自
立

で
き
る
児
童
生
徒
を
育
て
る
。

　
　
　
　
ͳ
ͥ
ֶ
ߍ
に
行
͔
ͳ
い
બ


ࢶ
͕
૿
͑
て
い
る
͔
Λ
ݟ
ఆ
Ί
ỏ

ࢠ
Ͳ

ͨ
ͪ
͕
҆
৺
͠
て

Β
ͤ
る

·
ͪ
ͮ
く
Γ
Λ
ਐ
Ί
て
΄
͠
い
Ố

　
　
　
　
ஜ

ࢁ

Ҭ
δ
Φ
ύ
ồ
Ϋ

の
׆
ಈ
Λ
௨
͠
て
ỏ
ັ
ྗ
Λ
Ͳ
͏
࣍

ੈ

に

͑
て
い
く
͔
͕
େ
ม
ॏ
ཁ

ͳ
の
Ͱ

ͳ
い
͔
ͱ
ࢥ
͏
Ốᶃ
ࠓ
ޙ
ỏ

市

Ͱ
の
δ
Φ
ύ
ồ
Ϋ
Λ
ମ
ݧ
Ͱ
き

る
ֶ
श
ػ
会
の
ఏ
ڙ
に
つ
い
て
の
市

の
ݟ
ղ
͓
Α
ͼ
औ
Γ

Έ
ỏ
ᶄ
ஜ


ࢁ

Ҭ
δ
Φ
ύ
ồ
Ϋ
̒
市
ͱ
の
࿈
ܞ

Λ
Ͳ
の
Α
͏
に
ਐ
Ί
る
の
͔
に
つ
い

て
ỏ
ڭ
ҭ

ỏ
市

に

͏
Ố

　
　
　
　
市

人
ޱ
૿
に

い
ỏ
ࣇ

ಐ
ੜ
ె
ɾ
ڭ
৬
員
ɾ
保
護
ऀ
の
Χ


ϯ
η
Ϧ
ϯ
ά
ͳ
Ͳ
Λ
行
͏
ڭ
ҭ
૬
ஊ

員

ε
Ϋ
ồ
ϧ
Χ

ϯ
η
ϥ
ồ
ỏ
保

護
ऀ

ڭ
員
ͱ
ڞ
に
ࣇ
ಐ
ੜ
ె
の



ղ
決
Λ
ਤ
る
ε
Ϋ
ồ
ϧ
ι
ồ
γ
Ỿ

ϧ
ϫ
ồ
Χ
ồ
ͳ
Ͳ
の
ध
ཁ
͕
ߴ
·
ỳ

て
い
る
Ố
令
和
５
年
度
Ͱ
ͦ
Ε
Β
の

人
ࡐ
૿
員
Λ
予
ఆ
͠
て
い
る
͕
ỏ


ظ
త
に
ݟ
ͨ
ࠓ
ޙ
の
ڭ
ҭ
の
ࡏ
Γ
ํ


ỏ
࣌

の
ม
Խ

の
ଊ
͑
ํ
Λ
ڭ

ҭ

に

͏
Ố

　
　
　
　
今
後
の
教
育
の
在
り
方
で

࣭

ऀ

　
　
தͳ
͔
Ή
Βଜ

ॏ͛͠
༤͓

議
員


ද

ߴ͔ͨ
の

จ;
Έஉ͓

　
　
　
　
தͳ
͔
Ή
Βଜ

ॏ͛͠
༤͓

　
　
　
　
খ͜Ή
Βଜ

·
͞
;
Έจ


ੜ
Ϋ
ϥ
ϒ

ủ
҆
৺
の
ࢠ
ҭ
て
Ứ

に
つ
い
て

࣭


　
　
　
　
ᶃ
学
校
教
育
で
、
ڷ
土
を

知
り
、
Ѫ
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
は

大
ม
重
要
で
あ
り
、
ڷ
土
ࡒ
࢈
の
筑

波
ࢁ
を
中
心
と
し
た
地
ݩ
の
δ
Φ
サ

イ
ト
を
教
ࡐ
に
す
る
こ
と
は
有
効
だ

と
考
え
る
。
各
学
校
で
は
、
つ
く
ば

ス
タ
イ
ル
Պ
を
中
心
に
δ
Φ
サ
イ
ト

を
扱
う
学
習
を
行
い
、
δ
Φ
パ
ー
ク

の
出
前
事
業
を
実
施
す
る
学
校
も
あ

る
。
今
後
も
δ
Φ
パ
ー
ク
の
理
解
を

ਂ
め
る
機
会
を
学
校
の
中
で
増
や
し

た
い
。ま
た
、学
校
で
の
学
び
を
き
っ

か
け
に
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
ڵ

ຯ
や
疑
問
を
持
っ
た
事
ฑ
を
家

と

現
地
で
調
べ
、
地
域
の
人
た
ち
に
直

接
取
ࡐ
し
、
よ
り
ਂ
く
ڷ
土
を
理
解

し
、
Ѫ
す
る
心
が
さ
ら
に
育
つ
よ
う

な
教
育
を
推
進
し
た
い
。
令
和
５
年

ळ
に
δ
Φ
パ
ー
ク
中
֩
ڌ
点
施
設
が

Φ
ー
プ
ン
す
る
の
で
、
δ
Φ
パ
ー
ク

に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
ਂ
め
、
現

地
に
足
を
運
Μ
で
も
ら
え
る
よ
う
に

学
び
の
機
会
拡
大
を
図
る
。
ᶄ
δ
Φ

パ
ー
ク
中
֩
ڌ
点
施
設
を
最
大
限
に

活
用
し
、
各
市
間
の
ネ
ッ
ト
ϫ
ー
ク

強
化
と
と
も
に
、

筑
波
ࢁ
地
域
δ
Φ

パ
ー
ク
６
市
議
会

議
員
࿈
ໍ
協
議
会

と
も
࿈
ܞ
を
密
に

し
て
、
よ
り
一
層

の
魅
力
向
上
と
̥

̧
を
進
め
る
。


ห

࣭
 ủ

׆
ؾ
͋
る

Ҭ
Ứ

に
つ
い
て

ཁ



ห

༡
۩
͕
ू
·
ỳ
ͨ
Π
ϯ
Ϋ
ϧ
ồ
γ
ϒ

ެ
Ԃ

ỏ
֗
に
͓
͚
る
ଟ
༷
ੑ
ଚ
ॏ

の
γ
ϯ
Ϙ
ϧ
に
ͳ
Γ
ಘ
る
ͱ
ߟ
͑
る

͕
ỏ
ͦ
の
ඞ
ཁ
ੑ
に
つ
い
て
市

の

ߟ
͑

ʁ

　
　
　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
༡
۩
の

設
置
で
、
体
に
障
害
の
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、
୭
も
が
一
ॹ
に
楽
し
く
༡

Ϳ
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
も
さ
ま
͟

ま
な
交
流
が
生
ま
れ
る
と
ࢥ
う
。
৽

規
の
公
Ԃ
整
備
や
༡
۩
ߋ
৽
࣌
に
、

基
本
的
に
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
༡
۩

に
ߋ
৽
す
る
方

で
進
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
リ
ニ
ỿ
ー
ア
ル
、
中
ԝ
公
Ԃ
リ

ニ
ỿ
ー
ア
ル
、
周
ล
市
街
地
の
小
規

模
校
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

　
　
　
　
市
Ӧ
ެ
Ԃ
に
͓
͚
る
Π
ϯ

Ϋ
ϧ
ồ
γ
ϒ
༡
۩
の
ઃ
ஔ
に
つ
い
て
ỏ

ਐ
ḿ
ঢ়
گ
͓
Α
ͼ
ࠓ
ޙ
の
ํ


ʁ

　
　
　
　
公
Ԃ
施
設
長
ण
໋
化
計
ը

に
基
づ
く
༡
۩
ߋ
৽
に
当
た
り
、
筑

波

部
公
Ԃ
に
パ
ネ
ル
༡
۩
と
ト
ン

ネ
ル
の
ෳ
合
༡
۩
１
基
、
ೋ
の
ٶ
公

Ԃ
に
パ
ネ
ル
༡
۩
と

り

の
ෳ
合

༡
۩
１
基
を
、
令
和
５
年
３
݄
15


ま
で
に
設
置
す
る
。
ל
ؙ
地
区
の
ۙ

ྡ
公
Ԃ
に
は
、
１
つ
が
Ҝ
子
ܕ
シ
ー

ト
の
４
࿈
ブ
ラ
ン
コ
１
基
を
、
令
和

５
年
度
に
設
置
予
定
で
あ
る
。
今
後

は
、
৽
規
の
公
Ԃ
整
備
や
老
朽
化
༡

　
　
　

市
Ͱ

ỏ
令
和
̐
年
̎
݄

に
̎
̌
５
̌
年
·
Ͱ
に
ೋ
ࢎ
Խ

ૉ

ഉ
ग़
ྔ
Λ
࣮
࣭
θ
ϩ
に
す
る
θ
ϩ

Χ
ồ
Ϙ
ϯ
γ
ς
ỹ
Λ

ࢦ
す
ỏ
θ
ϩ

Χ
ồ
Ϙ
ϯ
γ
ς
ỹ
એ
ݴ
Λ
行
ỳ
ͨ
Ố


ຊ
の
Թ
ࣨ
ޮ
果
Ψ
ε
ഉ
ग़
ݯ
の
̒

ׂ
Ҏ
্
͕
ҥ
৯
ॅ
の


ͱ
い
Θ
Ε

て
い
る
Α
͏
ͩ
͕
ỏ
ᶃ
ϥ
Π
ϑ
ε
λ

Π
ϧ
の
స

に
対
す
る
औ
Γ

Έ
ỏ

ᶄ
͝
Έ

ผ
の
ݱ
ঢ়
ͱ
ࡉ

ผ
の
ߟ

͑
ํ
に
つ
い
て

͏
Ố

　
　
　
　
ᶃ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を



ૉ
ܕ
に
ม
え
て
い
く
取
り
組
み
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、



ㆉ
㇏
ㆎ
ㆼ
ٱ
保

օㆿ
ㆪ
ㆿ࣮

議
員

Π
ϯ
Ϋ
ϧ
ồ
γ
ϒ
༡
۩
Ͱ
୭

͕
༡
べ
る
ެ
Ԃ
に
ʂ

θ
ϩ
Χ
ồ
Ϙ
ϯ
γ
ς
ỹ
の
औ
Γ

Έ
に
つ
い
て

۩
の
ߋ
৽
࣌
に
、
公
Ԃ
利
用
者
の
意

見
も

い
、
設
置
を
ݕ
౼
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ͦ
Ε
Β
の
༡
۩
Λ
׆
༻
い

ͨ
ͩ
͚
る
Α
͏
ỏ
市
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ

に
Π
ϯ
Ϋ
ϧ
ồ
γ
ϒ
༡
۩
の
一
ཡ

ϖ
ồ
δ
Λ
࡞
成
͠
て

Ͳ
͏
͔
ʁ

　
　
　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
༡
۩
設

置
の
公
Ԃ
は
少
な
く
、
༡
۩
使
用
࣌

の

意
事
項
や
設
置
場
所
の
周
知
も

重
要
な
の
で
、
市
Ӧ
公
Ԃ
に
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
༡
۩
を
設
置
し
た
場
合
は
、

設
置
し
た
公
Ԃ
や

意
事
項
を
ϗ
ー

ム
ϖ
ー
δ
な
ど
で
周
知
す
る
。

　
　
　
　
ෳ

の
Π
ϯ
Ϋ
ϧ
ồ
γ
ϒ

ૉ
の
住

や
自
動
車
へ
の
補
助
を
実

施
し
て
お
り
、
令
和
４
年
２
݄
の

θ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
એ
言
以
߱

は
、

配
の
࠶
配
ୡ
を

止
す
る

ủ

配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
補
助
Ứ、
Ҡ
動

ख
ஈ
の
選

ࢶ
を

げ
る
ủ
カ
ー

シ
ỻ
ア
事
業
Ứ、ủ
自
転
車
の
利
用
ଅ

進
Ứ、
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
અ
約
行
動
を
ଅ

す
ủ
情
報
発
信
Ứ
な
ど
も
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
、


ૉ
ܕ
の



や
サ
ー
ビ
ス
、
行
動
な
ど
を
ଅ
す
取

り
組
み
を
推
進
し
て
、
市
民
一
人
一

人
が
自
分
事
と
し
て
環
境
問

に
取

り
組
む
機
運
を
ৢ
成
し
、


ૉ
ܕ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転

を
図
る
。

ᶄ
各
ू
ੵ
所
で
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ճ

ऩ
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の

ڌ
点
ճ
ऩ
で
合
計
13
छ
ྨ
の
分
別
を

行
い
、
家
ఉ
͝
み
の
ম
٫
量

ݮ
の

た
め
、
ݹ
ࢴ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容

ث
包

な
ど
、
ࢿ
ݯ
に
な
る
͝
み
の

分
別
を
強
化
し
、
小
ܕ
家
電
や
ഇ
৯

用
༉
の
ճ
ऩ
な
ど
、
ࢿ
ݯ
॥
環
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
ࡉ
分
別

に
つ
い
て
は
、
ࢿ
ݯ
॥
環
ܕ
社
会
の

実
現
に
向
け
て
重
要
な
た
め
、
令
和

６
年
度
予
定
の
一
般
ഇ
غ

ॲ
理
基

本
計
ը
改
定
の
中
で
ݕ
౼
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、帯
ঢ়
᙮

ϫ
ク
チ
ン・

̝
̥
̫
ϫ
ク
チ
ン
接
छ
支
援・出
・࢈

子
育
て
応
援
交
付
ۚ
・
エ
コ
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

ެ
໌
ౘ
つ
く
ば

ㆯ
ㆾ
ㆪ
ㆉத

উㆉ
ㆤ
ㆿඒ

議
員


ห


ห

࣭


࣭


つ
く
ば
ν
ỻ
ϯ
δ

ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ


ห

࣭



ห

࣭
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帯
に
つ
い
て
は
、
給
৯
費
分
を
支
給

す
る
こ
と
で
、
実
質
ແ
ঈ
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、

価
高
ಅ

に
よ
る
৯
ࡐ
費
増
額
分
に
つ
い
て
は

市
で
予
算
化
し
、
保
護
者
の
ෛ
୲
を

な
く
し
て
い
る
。

　
　
　
　

Ձ
ߴ
の
த
ỏ
څ
৯
අ
ແ

ঈ
Խ

େ
き

ͳ
ࢠ
ҭ
て
ࢧ

ԉ
に
ͳ
る
の

Ͱ
ૣ
ٸ
ͳ
࣮

施
Λ
ٻ
Ί
る
Ố

こ
の
ほ
か
、
ଠ
ཅ
光
発
電
施
設
の

適

な
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
、

ಎ
ๆ
公
Ԃ
、
メ
Ϟ
リ
ア
ル
ϗ
ー
ル
で

の
෭


の
不
適

な
ॲ
分
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

く
り
お
よ
び
հ
護
予

に
ࢿ
す
る
事

業
、
社
会
ไ
仕
活
動
、
地
域
交
流
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ᶆ
会
員


に
応
じ
、
上
限
額
３
万
３
２
０
０
円

か
ら
９
万
７
２
０
０
円
の
間
で
５
ஈ

֊
に
分
け
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
て
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ߴ
ྸ
ऀ
͕
ੜ
き
ੜ
き
ͱ
ա

͝
す
ͨ
Ί
γ
ϧ
ό
ồ
Ϋ
ϥ
ϒ
の
׆
ಈ


ॏ
ཁ
Ͱ
͋
Γ
ỏ
׆
ಈ
の
ܧ
ଓ
に


市
の
ࢧ
ԉ
ͳ
Ͳ
͕
ඞ
ཁ
ͱ
ߟ
͑
て
い

る
Ố
Ҿ
き
ଓ
き
γ
ϧ
ό
ồ
Ϋ
ϥ
ϒ
の

׆
ಈ
に
対
す
る
ࢧ
ԉ
Λ
͓
ئ
い
す
る
Ố

こ
の
ほ
か
、
߳
取

小
学
校

側

の
外
周
道
路
（
市
道
５
ー
４
４
１
６

号
ઢ
・
市
道
５
ー
４
４
５
４
号
ઢ
）

の
整
備
、
市
Ӧ
住

の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
　
会
員
ݮ
গ

ߴ
ྸ
Խ
ͳ
Ͳ

の


Λ
๊
͑
て
׆
ಈ
Λ
͠
て
い
る
Ố

ᶃ
׆
ੑ
Խ
の
ͨ
Ί
の
対
Ԡ
ỏ
ᶄ
׆
ಈ

の
׆
ੑ
Խ
に

͚
ͨ
۩
ମ
త
ͳ
औ
Γ


Έ
ỏ
ᶅ
ݝ
࿈
߹
会
ỏ
市
࿈
߹
会
͕

行
ỳ
て
い
る
ओ
ͳ
ࣄ
ۀ
ỏ
ᶆ
市
の
ิ

ॿ
ۚ
の
ੵ
算
ࠜ
ڌ
に
つ
い
て

͏
Ố

　
　
　
　
ᶃ
市
࿈
合
会
が
活
動
活
性

化
委
員
会
を
設
置
し
、
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
の
活
性
化
や
加
入
ଅ
進
に
向
け
、

۩
体
的
な
事
業
や
取
り
組
み
方
法
を

ݕ
౼
し
て
い
る
。
ᶄ
市
࿈
合
会
は
、

年
２
ճ
発
行
の
ủ
い
き
い
き
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
つ
く
ば
Ứ
で
情
報
発
信

　
　
　
　
࣋
ଓ
可

Ͱ
׆
ྗ
͋
る


Ҭ
ࣾ
会
Λ
࣮
ݱ
す
る
ͨ
Ί
ỏ
࿑
ಇ
ऀ

͕
ࣗ
Β
ࢿ
ۚ
Λ
ग़
͠
ỏ

͠
߹
い
ͳ

͕
Β
ڞ
に
ಇ
く
ủ
ڠ
ಉ
࿑
ಇ
Ứ
Λ
行

͏
ஂ
ମ
に
法
人
֨
Λ
ೝ
Ί
る
ủ
࿑
ಇ

ऀ
ڠ
ಉ

߹
法
Ứ
͕
ỏ
令
和
̐
年
10

݄
̍

に
施
行
͞
Ε
ͨ
Ố
ࠓ
ޙ
ỏ


Ҭ
՝

の
ղ
決

ଟ
༷
ͳ
人
ࡐ
͕
ओ

ମ
త
に
ಇ
く

ͮ
く
Γ
͕
ظ

͞
Ε

る
͕
ỏ
市

に
ỏ
͜
の
法
律
の

త


झ
ࢫ
ỏ
可

ੑ
に
つ
い
て
ỏ
Ͳ
の

Α
͏
に
ߟ
͑
る
͔

い
ͨ
い
Ố

　
　
　
　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
୲
い
ख
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　

令
和
̐
年
12
݄
の
市
報
に

Α
る
ͱ
ỏ;
る
͞
ͱ
ೲ
੫

େ
き
ͳ


ࣈ
ͱ
ͳ
ỳ
て
͓
Γ
ỏ令
和
̏
年
度



10
ԯ
̒
ઍ
ສ
ԁ
ỏ
ۙ
�
年
ؒ
Ͱ

3�

ԯ
ԁ
ͱ
ڊ
ֹ
に
ͳ
ỳ
て
い
る
Ố͠
͔


年
ʑ

ࣈ
෯
͕
֦
େ
͠
て
い
る
ͱ
の

͜
ͱ
Ốつ
く
ば
市

Պ
ֶ
ٕ
ज़
の
·
ͪ

Ͱ
͋
Γ
ỏࣗ
વ
ͱ
จ
Խ
に
ܙ
·
Ε
ͨ
ट


ݍ
͔
Β
࠷

ۙ
い
؍
ޫ

Ͱ

͋

る
Ốつ
く
ば
の
ಛ
৭
Λ
ੜ
͔
͠
ͨ
ฦ

ྱ

Λ
։
ൃ
͠
ỏ
ࣈ
Λ
ղ
ফ
す
る

ͱ
ಉ
࣌
に
ỏつ
く
ば
に
དྷ
て
い
ͨ
ͩ

い
て
ỏつ
く
ば
の
ྑ
͞
Λ
ମ
ݧ
͠
て

い
ͨ
ͩ
く


Λ
͠
て

Ͳ
͏
͔
Ố

　
　
　
　
શ
ࠃ
Ͱ
څ
৯
අ
ແ
ঈ
Խ
Λ

࣮
施
͠
て
い
る
ࣗ
࣏
ମ

ỏ
খ
ɾ
த

ֶ
ߍ
ڞ
に

̎
５
̐
ỏ
খ
ֶ
ߍ
の
Έ


̒
ỏ
த
ֶ
ߍ
の
Έ

11
Ͱ
͋
る
Ố

人
ޱ
૿
Ճ
த
の
໌
ੴ
市
Ͱ

த
ֶ
ੜ

の
څ
৯
අ
ແ
ঈ
Խ
Λ
࣮
施
͠
ỏ
ݝ


Ͱ

令
和
５
年
̐
݄
͔
Β
ỏ
ਫ
ށ
市

͕
த
ֶ
ੜ
の
څ
৯
අ
Λ
ỏ

ཱ
ỏ


Ἒ

ỏ
ਆ

市

খ
த
ֶ
ੜ
の
څ
৯

අ
Λ
ແ
ঈ
Խ
ͱ
す
る
予
ఆ
Ͱ
͋
る
Ố

つ
く
ば
市
Ͱ

ỏ
ࢠ
ҭ
て
ࢧ
ԉ
の
一

؏
ͱ
͠
て
څ
৯
අ
ແ
ঈ
Խ
Λ
行
͏
ߟ

͑

ͳ
い
͔
ʁ

　
　
　
　
給
৯
費
の
ແ
ঈ
化
に
つ
い

て
は
、
学
校
給
৯
法
に
お
い
て
、
学

校
給
৯
の
実
施
に
必
要
な
人
݅
費
、

施
設
お
よ
び
設
備
の
修
સ
以
外
は
、

保
護
者
ෛ
୲
と
さ
れ
て
い
る
。
給
৯

費
の
ແ
ঈ
化
を
実
施
す
る
場
合
、
多

額
の
予
算
の
ܧ
続
的
確
保
や
、
ଞ
の

子
育
て
政
策
と
の
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
る
。ま
た
、৯

ア
Ϩ
ル
Ϊ
ー

な
ど
の
理
༝
か
ら
給
৯
の
提
供
を
ड

け
ず
、
ห
当
を
持
参
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
公
ฏ
性

を
ܽ
く
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
点
か

ら
、
給
৯
費
の
ແ
ঈ
化
は

し
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
ब
学
援
助
ੈ

̣
̥
̤
法
人
や
企
業
組
合
、

意
ஂ

体
な
ど
が
対
応
し
て
い
た
が
、
多
様

な
働
き
方
で
地
域
՝

に
取
り
組
む

た
め
の
৽
た
な
組
৫
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
地
域
՝

の
解
決
に
対
す
る

労
働
者
協
同
組
合
法
の
可
能
性
は
ඇ

ৗ
に
大
き
い
と
ࢥ
っ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
ੵ
ۃ
的
に
そ
の
周
知
や
支
援

を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。


意
ஂ
体
や
̣
̥
̤
法
人
が
労
働
者

協
同
組
合
と
い
う
ܗ
ଶ
を
と
れ
る
こ

と
で
、
地
域
ஂ
体
の
設
立
に
౿
み
込

め
な
い
、
地
域
ஂ
体
の
中
で
事
業
ঝ

ܧ
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
՝

に
対

す
る
一
つ
の
解
決
の
Φ
プ
シ
ョ
ン
に

な
る
と
い
う
期

が
あ
る
。
ま
た
、

地
域
で
৽
し
い
ब
労
の
機
会
が
生
ま

れ
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
ࢥ
う
。
来
年
度
予
算
に
計

上
し
た
事
業
を
ੵ
ۃ
的
に
行
い
、
特

に
さ
ま
͟
ま
な
՝

の
解
決
が
ഭ
ら

れ
て
い
る
地
域
で
の
ੵ
ۃ
的
な
設
立

支
援
な
ど
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　

施
行
ޙ
͔
Β


ઙ
く
ỏ

͜
Ε
͔
Β
Ͱ
͋
る
の
Ͱ
ỏ
市
に

ஸ

ೡ
ͳ
対
Ԡ
Λ
͓
ئ
い
͠
ͨ
い
Ố

こ
の
ほ
か
、つ
く
ば
市
σ
δ
タ
ル・

Ψ
バ
メ
ン
ト
推
進
方

（
案
）、
市

民
が
安
心
し
て
૬
ஊ
が
で
き
る
環
境

の
構
ங
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

ㆌ
㇀
㇉ଜ

म㆗
㇞
ㆄ
㆘ण

議
員

શ
ࠃ

څ
৯
අ
ແ
ঈ
Խ
の
ྲྀ
Ε

市

ແ
ঈ
Խ



Ҭ
の
՝

ղ
決
の
୲
い
ख
ҭ
成
Λ

Ή

γ
ϧ
ό
ồ
Ϋ
ϥ
ϒ
に
つ
い
て

;
る
͞
ͱ
ೲ
੫
の
ݱ
ঢ়
ͱ
対
ࡦ

し
て
い
る
。
୯
Ґ
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
、
社
会
ไ
仕
活
動
や
༑
Ѫ
๚
問

活
動
を
行
い
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
に
取
り
組

Μ
で
い
る
。
市
で
は
、
令
和
４
年
12

݄
発
行
の
ủ
π
ク
バ
ネ
ʂ
Ứ
に
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
の
ه
事
を
ܝ
ࡌ
し
、


報
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
ᶅ
ݝ
࿈

合
会
で
は
、
市
ொ
村
老
人
ク
ラ
ブ
支

援
事
業
、
৽
規
会
員
加
入
ଅ
進
事
業
、

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
ݦ
জ
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
市
࿈
合
会
で
も
、

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
大
会
や
高
齢
者
向

け
の
講
ԋ
会
、
ݦ
জ
事
業
、
݈
߁
づ

市
の
औ
Γ

Έ
の
࢟

Λ

い
ͨ
い
Ố

　
　
　
　
ड
け
入
れ
額
増
加
に
向
け
、

ฦ
ྱ

協
力
事
業
者
の
৽
規
開

を

進
め
て
お
り
、
市
の
魅
力
を
よ
り

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ฦ
ྱ

協
力

事
業
者
へ
̨
̣
̨
で
周
知
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
内
ళ
で
利
用
で
き
る
電

子


݊
や
॓
ധ
施
設
の
利
用
を
ଅ

す
ク
ー
ポ
ン
の
ಋ
入
を
ݕ
౼
し
て
お

り
、
৽
た
な
ࢿ
ۚ
調
ୡ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
企
業
൛
ふ
る
さ
と
ೲ
税
の

ड
け
入
れ
額
増
加
に
向
け
、
企
業
へ

の
Ӧ
業
活
動
と
寄
附
付
き


の
開

発
を
進
め
る
。
自
動
ൢ
売
機
を
利
用

し
た
ふ
る
さ
と
ೲ
税
は
、
設
置
、
維

持
管
理
費
と
ଞ
市
の
利
用
実

や
効

果
を
調
査
し
、
ಋ
入
可
能
性
を
ݕ
౼

す
る
。
市
の
観
光
施
設
、
体
験
ܕ
の

Պ
学
教
育
な
ど
教
育
活
動
、
サ
イ
エ

ン
ス
体
験
π
ア
ー
に
つ
い
て
も
、
管

理
者
や
事
業
者
な
ど
と
の
協
議
を
౿

ま
え
、
ฦ
ྱ

と
し
て
ొ

可
能
か

ݕ
౼
し
、
つ
く
ば
に
来
て
も
ら
う
た

め
の
仕
ֻ
け
と
し
て
有
効
な
方
法
を

考
え
る
。

業
関
࿈
に
お
い
て
も
、

ਵ
࣌
ื
ू
を
ݺ
び
か
け
ొ


を
増

や
し
て
お
り
、

業
体
験
に
つ
い
て

も
可
能
性
に
つ
い
て
関
係
部
ॺ
と
協

議
し
て
い
く
。
皆
で
知
ܙ
を
出
し
て

少
し
で
も
流
出
を
৯
い
と
ど
め
、
か

つ
、
制
度
の
改
ળ
要

を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
。

ࢁ
த
ീ
ࡦ
の
会

Ԙ㆗
ㆈ
㆟ా

ঘㆲ
㆕
㆗

議
員


ห


ห

࣭


࣭


࣭


࣭


ཁ



ຊ
ڞ
࢈
ౘ

つ
く
ば
市
議
ஂ

ެ
໌
ౘ
つ
く
ば

খㆈ

ㆮ

ହ㇄
㆙
ㆲ
㇍

議
員

㇄ࢁ
ㆾ
ㆪ
ㆉத

ਅㆾ
㇆
ㆿٷ

議
員

ࣗ
ຽ
ౘ

ਗ਼
Ϋ
ϥ
ϒ


ห


ห

ཁ


人クϥϒ࿈合会、市࿈合会ɿつくば市γϧόークϥϒ࿈合会ݝ࿈合会ɿἚݝˎ

ˎ

ཁ
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に
た
っ
た
対
応
を
心
が
け
た
い
。

　
　
　
　
ෆ
ద

ͳ
対
Ԡ
͕
ແ
い
Α

͏
ỏ
ࠓ
ޙ

͠
ỳ
͔
Γ
ฉ
き
औ
Γ
Ͱ

き
る
ମ
੍
の
ప
ఈ
ỏ
案

ॻ


ỻ

ϒ
ϖ
ồ
δ
に
ো

の
͋
る
ํ

の


ྀ
の
໌
ه
Λ
ཁ

す
る
Ố

こ
の
ほ
か
、
性
別
特
有
の
が
Μ
ݕ


の
案
内
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
உ
性

へ
の
配
慮
、
์
ࣹ
性
Ԛ
છ
土
の
安
全

性
実
証
実
験
、
ಎ
ๆ
公
Ԃ
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

い
る
Ố
市

の
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố

　
　
　
　
実
証
事
業
に
つ
い
て
、
環

境
ল
か
ら
は
、
福
ౡ
ݝ
外
で
の
最
ऴ

ॲ
分
、
࠶
生
利
用
を
進
め
る
一
า
と

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
、
国
環
研

の
ෑ
地
の
一
部
を
۷

し
、
そ
こ
に

１
ₔ
当
た
り
８
千
凙
以
Լ
の
আ
ڈ
土


を
ຒ
設
す
る
予
定
で
、
ৄ
ࡉ
は
ݕ

౼
中
だ
と
説
明
が
あ
っ
た
。
環
境
ল

に
は
、
市
内
で
実
施
す
る
な
ら
ば
、

国
が


を
持
っ
て
住
民
へ
の
説
明

や
安
全
対
策
を
実
施
し
て
住
民
の
理

解
を
得
る
よ
う

め
る
こ
と
が
重
要

だ
と

え
て
い
る
。
福
ౡ
の
事
ނ
か

区
会
な
ど
か
ら
૬
ஊ
は
ड
け
た
が
、

正
ࣜ
な
ਃ

は
出
て
い
な
い
。
ᶅ


൜
カ
メ
ラ
は
、
地
域
の

൜
意
識
を

高
め
て
公
共
ۭ
間
の
安
全
性
を
向
上

さ
せ
、
そ
の
ه

ө
૾
は
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に

有
効
で
あ
り
、
൜
ࡑ
の
ঢ়
گ
証
ڌ
に

も
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

つ
く
ば
ܯ

ॺ
と
࿈
ܞ
し
、
൜
ࡑ
多

発
地
域
な
ど
へ
設
置
し
て
い
く
。

　
　
　
　
٢
প
ɾ
্
ڷ
ɾ
ߴ
ਢ
լ
ͳ

Ͳ
の
市

෦

Ҭ
Λ

͡
Ί
ỏ
市


֤
ॴ
Ͱ
の

൜
Χ
ϝ
ϥ
の
ઃ
ஔ
ͱ


൜
対
ࡦ
Λ
ڧ
く
ཁ

す
る
Ố

こ
の
ほ
か
、

ࡂ
備


ݿ
・
福

祉
ආ

所
、
文
化
活
動
の
学
校
教
育

部
活
動
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　
　
　
　

ো

の
͋
る
ํ

の
ج
ຊ

݈

に
͓
͚
る
߹
ཧ
త

ྀ
Λ

͏
Ố

　
　
　
　
障
害
の
あ
る
方
が
ू
ஂ
݈


で
の
ड

を
ر

す
る
場
合
に
は
、

前
も
っ
て
࿈
བྷ
を
も
ら
い
、

体
な

ど
の
ঢ়
ଶ
や
ر

な
ど
を

っ
た
上

で
、
ड

可
能
な
݈

会
場
を
案
内

し
、
հ
助
す
る
職
員
を
増
員
し
て
対

応
し
て
い
る
。
ҩ
ྍ
機
関
݈

を
ر


す
る
場
合
に
は
、

体
な
ど
の
ঢ়

ଶ
や
ر

な
ど
に
あ
っ
た
、
ड

可

能
な
ҩ
ྍ
機
関
を
案
内
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ॏ
度

ମ
ো

Ͱ
ं
Ҝ
ࢠ

の
ํ
͔
Β
૬
ஊ
͕
͋
Γ
ỏủ
市



い
߹
Θ
ͤ
ͨ
Β
ỏ
ҩ
ྍ
ػ
関
Ͱ
対
Ԡ

可

ͳ
ප
Ӄ

ແ
く
ỏ
ू
ஂ
݈



可

ͱ
ݴ
Θ
Ε
ỏ
行
ỳ
ͨ
Ố
͠
͔
͠
ỏ

ڳ
෦
Ϩ
ϯ
τ
ή
ϯ
ͳ
Ͳ

ཱ
Ґ
͕
ͱ

Ε
ͳ
い
ͱ
ෆ
可

Ͱ
ỏ
े

に
ड


Ͱ
き
ͳ
͔
ỳ
ͨ
Ứ
ͱ
Ố
ͳ
ͥ
͜
の
Α

͏
ͳ
͜
ͱ
͕
ى
き
ͨ
の
͔
ʁ

　
　
　
　
障
害
の
あ
る
方
が
݈
߁


査
の
ड

を
ر

す
る
場
合
に
は
、

障
害
の
ঢ়
ଶ
や
本
人
の
ر

を
十
分

に

Ѳ
し
た
上
で
、
適

に
案
内
を

行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
ड
け

な
い
よ
う
、
障
害
の
あ
る
方
の
立
場

　
　
　
　
ഇ
غ

͕
҆
શ
に
࠶
ར
༻

Ͱ
き
る
原
ࢠ

ن
੍
法
্
の
ج
४


̍
̌
̌
凙
ͱ

ڥ
ল

આ
໌
͠
て
き

ͨ
Ố
ͱ
͜
Ζ
͕
ỏ
ࠓ
ճ
の
８
ઍ
凙
の

আ
ڈ



ỏ
ഇ
غ

Λ
࠶
ར
༻
Ͱ


ͳ
く
҆
શ
に
ॲ
ཧ
す
る
ͨ
Ί
の
原

ࢠ

ن
੍
法
্
の
Ґ
ஔ
ͮ
͚
Ͱ
͋
る
Ố

�0
ഒ
の
আ
ڈ



ߴ
す
͗
る
Ố
令

和
̐
年
11
݄
1�

ỏ
ࣄ
ۀ
Λ

͚
ෛ

͏
ا
ۀ
ͱ
の
ܖ

Λ
結
Μ
Ͱ
い
ͨ
͜

ͱ
͕
ỏ
ࠃ
会
࣭

Ͱ
໌
Β
͔
に
ͳ
ỳ

て
い
る
Ố
ॴ

市


ỏủ
ॅ
ຽ
͕

反
対
͠
て
い
る

の
Λ
ड
͚
ೖ
Ε
る

͜
ͱ

Ͱ
き
ͳ
い
ͱ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
͠
て

ら
の
環
境
࠶
生
は
、
全
国
的
に
取
り

組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
՝

だ
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
環
境
ল
に
は
、

実
証
実
験
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
市

民
の
安
心
安
全
が
大
前
提
で
あ
る
こ

と
は

え
て
い
る
。
住
民
説
明
会
で

事
業
の
ஸ
ೡ
な
説
明
や
ੵ
ۃ
的
な
情

報
提
供
な
ど
真
伨
に
対
応
す
る
こ
と

を
要

し
て
お
り
、
環
境
ল
も
そ
の

認
識
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
実
証
事
業
に
関
す
る

環
境
ল
か
ら
の
説
明
の
有
ແ
、
市
民

説
明
会
の
要

、
み
ど
り
の
地
域
へ

の

出
所
と
༣
便
ہ
の
設
置
、
ഇ
止

後
の
上
境
保
育
所
に
対
応
す
る
保
育

所
、
保
育
環
境
を
守
り
公
立
保
育
所

独
自
の
設
置
基
४
を

げ
て
質
を
୲

保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
　
ҩ
ྍ
త
έ
Ξ
の
ࢧ
ԉ
Λ
ඞ

ཁ
ͱ
す
る
ํ
に
ͱ
ỳ
て
ỏ
ࣇ
ಐ
ൃ
ୡ

ࢧ
ԉ
η
ϯ
λ
ồ
の
։
ॴ
の
ظ

͕
͋

る
Ố
վ
Ί
て
ࣇ
ಐ
ൃ
ୡ
ࢧ
ԉ
η
ϯ

λ
ồ
の
ۀ


༰
ỏ

ׂ
ͳ
Ͳ
ỏ
ݱ

ࡏ
の
ਐ
ḿ
ঢ়
گ
に
つ
い
て

い
ͨ
い
Ố

　
　
　
　
児
童
発
ୡ
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
य़

の
ফ

本
部


地
に
、
筑
波
大
学
が
̥
̛
̞
事
業
で

整
備
す
る
建

の
一
部
を
市
が

आ

し
、
事
業
を
実
施
す
る
。
৽
ܕ
コ
ロ

ナ

イ
ル
ス
感
છ

拡
大
の
Ө
ڹ
で
、

事
業
ス
έ
δ
ỿ
ー
ル
が

れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
児
童
発
ୡ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
が
、
令
和
７
年
度
中
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童

発
ୡ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
予
定
し
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
開
設
に
先
立

ち
、
令
和
２
年
度
か
ら
障
害
児
૬
ஊ

支
援
事
業
、
令
和
３
年
度
か
ら
保
育

所
等
๚
問
支
援
事
業
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
、
ϖ
ア
Ϩ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
活

用
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
政
運
Ӧ
の
所
信
と

主
要
施
策
、
৽
ܕ
コ
ロ
ナ

イ
ル
ス

感
છ

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
　
࠷
ۙ
ỏ
্
ڷ

Ҭ
Ͱ
ڟ
ѱ

ͳ
ڧ
౪
ই

ࣄ
݅
ɾ
ෆ
審
Ր
͕
ൃ
ੜ

͠
て
い
る
Ố
市
ຽ
の
ੜ
໋
ͱ
ࡒ
࢈
Λ

क
る
ỏ
൜
ࡑ
の
ແ
い
҆
શ
Ͱ
҆
৺
ͳ

·
ͪ
ͮ
く
Γ
Λ
࣮
ݱ
す
る
ͨ
Ί
に
ỏ


൜
Χ
ϝ
ϥ
の
ઃ
ஔ
ɾ

ཧ
͕
ඞ
ཁ

Ͱ
͋
る
Ố
ᶃ

൜
Χ
ϝ
ϥ
ઃ
ஔ
に
関

す
る
市
の
औ
Γ

Έ
ỏ
ᶄ
ެ
త
ɾ
ࢲ

త
の
ઃ
ஔ
ܦ
ա
ͱ
ࠓ
ޙ
ỏ
ᶅ

൜
Χ

ϝ
ϥ
ઃ
ஔ
に
Α
る
൜
ࡑ

ࢭ
ͳ
Ͳ
に

関
す
る
市
の
ߟ
͑
に
つ
い
て

͏
Ố

　
　
　
　
ᶃ
公
共
ۭ
間
に
お
け
る
൜

ࡑ
発
生
の

止
を
目
的
に
、
つ
く
ば

ܯ

ॺ
と
協
議
し
て
൜
ࡑ
多
発
地
域

に
設
置
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度


ま
で
に
、
主
要
道
路
や
̩
̭
Ӻ
周
ล

を
中
心
に
80
カ
所
、
１
１
９
基
設
置

し
た
。
令
和
４
年
度
中
は
４
カ
所
４

基
の
設
置
予
定
で
あ
る
。
ᶄ
令
和
３

年
度
に
市
で
５
基
設
置
し
た
。
令
和

４
年
度
は
４
基
、
令
和
５
年
度
は
５

基
設
置
を
予
定
し
、
令
和
４
年
度


の
設
置

は
、
Ӻ
お
よ
び
Ӻ
周
ล
に

33
基
、
主
要
道
路
や
交
ࠩ
点
に
65
基
、

そ
の
ଞ
公
Ԃ
な
ど
に
25
基
の
予
定
で

あ
る
。
令
和
３
年
度
に
は
、
区
会
や

地
域
に
よ
る

൜
カ
メ
ラ
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
、


ౡ
原
ൃ
ࣄ
ނ
আ
ڈ


の
࣮
ূ
ࣄ
ۀ
に
ࠃ

ݚ



൜
対
ࡦ
ớ

൜
Χ
ϝ
ϥ
Ờ
に
つ
い
て

ࣇ
ಐ
ൃ
ୡ
ࢧ
ԉ
η
ϯ
λ
ồ
に
つ
い
て

୭

͕
ड

͠

す
い
݈

ମ
੍
Λ
ʂ

ㆯڮ
㆗
㇂
ㆨຊ

Ղ㆐
ㆂ
㆓ࢠ

議
員

ㆌ
㇀
㇉ଜ

ਗ਼ㆌ
㇈
㆟
ㆉོ

議
員

ㆉ
㇏
㇀
㇉ଜ

ㆪ
ㆈ
㆓ࢠ

議
員

ㆉۚ
ㆭ
㆓ࢠ

和ㆉ
㆚
ㆈ༤

議
員


ห


ห


ห


ห

ਗ਼
ڷ
会


ຊ
ڞ
࢈
ౘ

つ
く
ば
市
議
ஂ

つ
く
ば
ɾ

市
ຽ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

৽
ࣾ
会
ౘ
つ
く
ば

࣭


࣭


࣭


࣭


ཁ


࣭


ཁ
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市
の

උ
ํ


ủ



ج
४
Λ
ຬ
ͨ
͞
ͳ
い
ެ
ཱ
保
ҭ
ॴ
̕

Ԃ
Λ
ഇ
ࢭ
͠
ỏ
̍
Ԃ
の
Έ
ެ
ཱ
ỏ


Γ
Λ
ຽ
ؒ
保
ҭ
ॴ
ͱ
す
る
Ứ
ͱ
ͳ
ỳ

て
い
る
͕
ỏ

උ
ج
४
Λ

ܘ
５
₊

͔
Β

ܘ
̐
₊
に
ݟ

͠
ỏ
ۭ
ന


ଳ
ͱ
ͳ
る
୩
ా
෦
ɾ
ߴ
࡚

۠
に
ެ

ཱ
保
ҭ
ॴ
Λ
͞
Β
に
̎
Ԃ

උ
す
る

ͱ
ỏ
ӡ
Ӧ
අ

Ͳ
͏
ม
Θ
る
͔
ʁ

　
　
　
　
公
立
保
育
所
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
４
݄
࣌
点
で
、

90
・
９
％
の
方
が
５
₊
の
ൣ
ғ
で
公

立
保
育
所
を
選
Μ
で
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
公
立
保
育
所
の
配
置
と
し
て

　
　
　
　
ࣇ
ಐ
ؗ
の
ແ
い
̩
̭
Ԋ
ઢ


Ҭ
Ͱ

ỏ
খ
͞
ͳ
ࢠ
Ͳ

Λ
๊
͑

る

ࢠ
͕
҆
৺
͠
て
༡
べ
る

ॴ
ỏ


ؒ
ͱ
ग़
会
͑
る

ॴ
ͱ
͠
て
ỏ
ࣇ

ಐ
Ϋ
ϥ
ϒ
施
ઃ
͕
ࠓ
͋
る
ࢿ
ݯ
ͱ
͠

て
࠷
ద
ͱ
ߟ
͑
る
͕
ỏ
市
の
ݕ
討
ঢ়

گ

ʁ

　
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の

中
開
์

に
つ
い
て
は
、
̩
̭
Ԋ
ઢ
地
域
に
整

備
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
に
設

け
た
交
流

場
を
ݕ
౼
し
て
い
る
。

今
後
、
交
流

場
の
開
์
࣌
間
や
多

く
の
方
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
研
ڀ
し
て
い
く
。

օㆿ
ㆪ
ㆋ
㇏

㇆
ㆌ
ㆆࢬ

議
員

つ
く
ば
ɾ

市
ຽ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

ޏ
༻

ো

ࣇ
ड
͚
ೖ
Ε
͕
ॊ
ೈ
ͳ
ެ
ཱ
保
ҭ
ॴ
Λ
ʂ

ࣇ
ಐ
Ϋ
ϥ
ϒ
の

த
։
์
に
つ
い
て

は
妥
当
と
い
う

அ
に
よ
り
、
整
備

方

案
に
ه
ࡌ
し
た
。
そ
の
後
、
整

備
方

を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
行

わ
れ
た
９
保
育
所
の
保
護
者
説
明
会

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護
者

か
ら
の
意
見
や
質
問
は
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
も
、
整
備
方

に
基
づ
き

計
ը
を
進
め
て
い
く
。
整
備
方

に

Ԋ
っ
て
進
め
た
場
合
の
運
Ӧ
費
は
、

ຖ
年
約
２
億
２
千
万
円

ݮ
さ
れ
る

と
見
込
Μ
で
い
る
。
議
員
の
提
案
の

よ
う
に
、
谷
ా
部
地
区
と
高
࡚
地
区

に
公
立
保
育
所
を
さ
ら
に
２
Ԃ
整
備

し
て
運
Ӧ
し
た
場
合
、
運
Ӧ
費
は
年

間
約
１
億
２
千
万
円
の

ݮ
と
な
り
、

さ
ら
に
建
設
費
が
約
20
億
円
ఔ
度
か

か
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
ެ
ཱ
Λ
͋
ͱ
̎
Ԃ

උ
͠

て

ӡ
Ӧ
අ


ݮ
ͱ
ͳ
る
Ố
ࢠ
ҭ

て
ੈ

͕
૿
͑
ỏ
人
ޱ
૿
Ͱ
ࡒ

͕

҆
ఆ
͠
て
དྷ
て
い
る
つ
く
ば
市
Ͱ
ỏ

ো

ࣇ
ͳ
Ͳ
の
ಛ
ผ
ͳ

ྀ
͕
ඞ
ཁ

ͳ
ࣇ
ಐ
の
ड

͚
ೖ
Ε
͕
ॊ

ೈ
に
行
͑
る

ެ
ཱ
保
ҭ
ॴ

Λ
͋
ͱ
̎
Ԃ


උ
す
べ
き
Ố

こ
の
ほ
か
、
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

や
た
べ
、
公
立
高
校
へ
の
通
学
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
　
̩
̭
Ԋ
ઢ
の
ࣇ
ಐ
Ϋ
ϥ
ϒ

の
委
ୗ
ઌ

େ
ख
の
ࣄ
ۀ
ऀ
ͳ
の
Ͱ
ỏ

ݟ
क
Γ
の
ͨ
Ί
の
人
員
ख


ෆ
可


Ͱ

ͳ
い
ͱ
ߟ
͑
る
Ố
ͥ
ͻ
ਐ
Ί

て
い
ͨ
ͩ
き
ͨ
い
Ố
·
ͨ
ݚ
ڀ
ֶ
Ԃ

খ
ֶ
ߍ
ࣇ
ಐ
Ϋ
ϥ
ϒ
の
ఉ
に

༡
۩

͕
͋
Γ

Λ
Ҿ
く
͕
ỏ
प
Γ
͕
ϑ
ỻ

ϯ
ε
Ͱ
ғ
·
Ε
て
͠
·
ỳ
て
い
る
Ố

͜
ͪ
Β
の

த
։
์

͓
ئ
い
͠
ͨ

い
͕
い
͔
͕
͔
ʁ

　
　
　
　
研
ڀ
学
Ԃ
児
童
ク
ラ
ブ
南

側
に
あ
る
、
༡
び
の

場
の
์
՝
後

お
よ
び
ٳ

に
お
け
る
使
用
に
つ
い

て
は
、
開
校
後
に
学
校
と
協
議
が
必

要
と
は
な
る
が
、
で
き
る
だ
け
有
効

な
活
用
が
で
き
る
よ
う
、
調
整
し
て

い
く
。

こ
の
ほ
か
、
児
童
発
ୡ
支
援
事
業

と
์
՝
後
等
σ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ϫ
ク
チ
ン
と
子
ٶ
ᰍ
が

Μ
予

ϫ
ク
チ
ン
接
छ
後
に
ى
こ
る

さ
ま
͟
ま
な

ঢ়
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
υ
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

つ
く
ば
ɾ

市
ຽ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

খ㆓
㇂
㇊
㇄

୩  

͞

͔  

議
員


ห


ห

࣭


࣭



ห

࣭


　
　
　
　
ࣇ
ಐ
ൃ
ୡ
ࢧ
ԉ
η
ϯ
λ
ồ


උ
計
ը

ỏ

ॳ
の
計
ը
Ͱ
令
和

̐
年
Ն
ࠒ
։
ઃ
予
ఆ
の
ͱ
͜
Ζ

Ε

て
い
る
ঢ়
گ
ͩ
͕
ỏ
ਐ
ḿ
ঢ়
گ
ͱ
ࠓ

ޙ
の
計
ը
Λ

͏
Ố

　
　
　
　
児
童
発
ୡ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
計
ը
に
つ
い
て
は
、
̥
̛
̞

事
業
に
関
す
る
筑
波
大
学
か
ら
の
聞

き
取
り
に
よ
る
と
、
৽
ܕ
コ
ロ
ナ


イ
ル
ス
感
છ

拡
大
の
長
期
化
に
よ

る
社
会
経
ࡁ
活
動
へ
の
Ө
ڹ
に
よ
り
、

事
業
ऩ
支
を
ݒ
೦
し
て
事
業
者
が
応

ื
を

た᪳
め
ら

う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
ス
έ
δ
ỿ
ー
ル
を
ؚ
め
、
事
業

　
　
　
　

;
る
͞
ͱ
ೲ
੫
の
ݱ
ঢ়
ỏ

市
੫
の
ݮ
ऩ

の
対
ࡦ

ࠓ
ޙ
の
ల


に
つ
い
て

͏
Ố

　
　
　
　
全
国
的
に
ड
け
入
れ
額
が

増
え
、
市
で
も
令
和
３
年
度
の
ड
入

額
は
約
２
億
円
と
、
ฦ
ྱ

を
ಋ
入

し
た
ฏ
成
29
年
度
の
約
５
倍
に
増
え

て
い
る
。
一
方
、
市
民
が
ଞ
自
治
体

に
ふ
る
さ
と
ೲ
税
を
す
る
こ
と
で
の

令
和
３
年
分
の
市
税
ݮ
ऩ
額
は
約
10

億
６
千
万
円
と
、
ड
け
入
れ
額
を
大

き
く
上
ճ
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
市

内
の
お
ళ
で
利
用
で
き
る
電
子



݊
や
॓
ധ
施
設
の
利
用
を
ଅ
す
ク
ー

ポ
ン
な
ど
、
市
外
か
ら
の
༠
٬
に
つ

な
が
る
ฦ
ྱ

の
ಋ
入
を
ݕ
౼
す
る
。

ま
た
、
৽
た
な
ࢿ
ۚ
調
ୡ
と
し
て
、

企
業
൛
ふ
る
さ
と
ೲ
税
の
ड
け
入
れ

額
増
加
に
向
け
て
企
業
へ
の
Ӧ
業
活

動
を
続
け
る
と
と
も
に
、
寄
附
付
き



の
開
発
を
進
め
る
。
流
出
を


制
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
市


報
ࢴ
で
、
市
民
の
ଞ
自
治
体
へ
の
ふ

る
さ
と
ೲ
税
に
よ
り
市
税
ݮ
ऩ
に
つ

な
が
る
側
໘
が
あ
り
、
ݮ
ऩ
額
が

年
々
増
加
し
て
い
る
現
ঢ়
を

え
て

い
る
こ
と
の
周
知
を
ܧ
続
し
て
行
い
、

市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
に

め
る
。

ま
た
、
ड
け
入
れ
額
増
加
の
た
め
の

業
務
改
ળ
や
、
企
業
൛
ふ
る
さ
と
ೲ

税
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　
　
　
ड
͚
ೖ
Ε
ֹ
͕
֦
େ
͠
て

い
る
ࣗ
࣏
ମ
Ͱ
ࢀ
ߟ
に
Ͱ
き
る
ͱ
͜

Ζ

ࢀ
ߟ
に
͠
ỏ
·
ͨ
ỏ


࢈


ج
४
Λ
࠶
度
ݟ

͠
ỏ
Ͳ
͏
い
ỳ
ͨ

ܗ
Ͱ
市
͕
対
Ԡ
Ͱ
き
る
͔
ỏ
可

ੑ

の

ٻ
ͱ
χ
ồ
ζ
͕
ߴ
い

༻

ͳ

Ͳ
の
ฦ
ྱ

Λ
૿

す
͜
ͱ
͕
Ͱ
き

る
͔
ͳ
Ͳ
の
࠶
ݕ
討
ͳ
Ͳ
ỏ
ઓ
ུ
্

の
࣠
の

Ճ
ỏ
औ
Γ

Έ
Λ
͓
ئ
い

す
る
Ố

こ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
マ
ネ
δ
メ

ン
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
ը
認
定

制
度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

計
ը
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
の
計
ը
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
に
児
童
発
ୡ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内


設
計
、
令
和
６
年
度
に
内

工
事
、

令
和
７
年
度
中
に
開
設
に
な
る
見
込

み
で
、
ৄ
ࡉ
に
つ
い
て
は
大
学
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
̥
̛
̞
ࣄ
ۀ
͕
৽
ܕ
ί
ϩ

φ
の
Ө
ڹ
ͳ
Ͳ
に
Α
Γ

Ε
て
い
る

ͱ
い
͏
͜
ͱ
ͳ
の
Ͱ
க
͠
ํ
の
ͳ
い

͜
ͱ
ͱ

ࢥ
͏
͕
ỏ
୯
ಠ
ࣄ
ۀ
Ͱ

行
ỳ
て
い
Ε
ば
す
Ͱ
に
։
ઃ
͞
Ε
て

い
ͨ

ͣ
Ͱ
͋
る
Ố
η
ϯ
λ
ồ

උ

ઃ
ஔ

ඞ
ཁ
ͱ
す
る
ํ
͕
い
る
ࣄ
ۀ

Ͱ
͋
Γ
ỏ
ݱ
ࡏ
̏
年
Ҏ
্

Ε
て
い

る
ঢ়
گ
ͳ
の
Ͱ
ỏ
ૣ
ظ
の
ઃ
ஔ
に


͚
ỏ
Α
Γ
一

の

ྗ
Λ
ε
ϐ
ồ
υ

ײ
Λ

ỳ
て
͓
ئ
い
͠
ͨ
い
Ố

こ
の
ほ
か
、
高
エ
ネ
研
南
側
未
利

用
地
の
民
間
売
٫
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
同
地
内
に
仮
置
き
さ
れ
て

い
た
市
の
আ

業
務
で
出
た
מ

や

枝
な
ど
の
ॲ
分
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

;
る
͞
ͱ
ೲ
੫
の
ݱ
ঢ়
ɾ
՝

ɾ
ࠓ
ޙ
に
つ
い
て

ㆎࠇ
㇍
ㆠా

݈㆐
㇓
㆙
㆐༞

議
員

つ
く
ば
ࣗ
ຽ
ౘ

௩ㆤ
ㆉ
㇂
ㆨຊ

༸㇈
ㆄ
㆘ೋ

議
員


ห


ห ࣇ

ಐ
ൃ
ୡ
ࢧ
ԉ
η
ϯ
λ
ồ

උ
に
つ
い
て

࣭


ཁ


࣭


ࣗ
ຽ
ౘ

ਗ਼
Ϋ
ϥ
ϒ

ཁ


ҙ
ݟ

公ཱ保育ॴ
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令
和
５
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
よ
り

５
ճ
増
や
し
た
合
計
19
ճ
分
の
݈


を
公
費
助
成
し
、
多


්
の
経
ࡁ

的
ෛ
୲
の
ܰ
ݮ
に

め
て
い
く
。
࢈

み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
に
は
、
࢈
む

前
か
ら
࢈
Μ
だ
後
ま
で
全
て
の
環
境

が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
ඇ
ৗ
に
重
要

と
ࢥ
っ
て
い
る
。
全
て
の

්
や
子

育
て
家
ఉ
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
を

࢈
み
育
て
や
す
い
ま
ち
に
向
け
て
、

市
内
で
出
࢈
し
や
す
い
環
境
の
整
備

や
不

૬
ஊ
支
援
、
不
育

の
援
助

な
ど
も
し
て
い
る
。
ซ
せ
て
、
子
育

て
支
援
ڌ
点
の
拡
充
や
、
子
育
て
ੈ

帯
の
経
ࡁ
的
ෛ
୲
の
ܰ
ݮ
な
ど
を

図
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
上
Լ
ਫ
道
の
整
備
ঢ়

گ
に
つ
い
て
質
問
し
た
。


්
݈

の
ແ
ঈ
Խ
Λ
ʂ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ҩ
ྍ
機
関
で
ݕ

査
項
目
や
ۚ
額
が
ҟ
な
る
の
で
、
自

ݾ
ෛ
୲
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
現
ঢ়
で
は

්
݈


の
ແ
ঈ
化
は
、
困

だ
と
ࢥ
わ
れ
る

が
、
݈

費
用
の
実
情
に
合
っ
た
適


な
公
費
助
成
額
に
な
る
よ
う
、
ݝ

に
対
し
て
ݕ
౼
を
お
ئ
い
し
て
い
く
。

多


৷
に
つ
い
て
は
、
୯


৷

よ
り
も

体
へ
の
ෛ
୲
が
大
き
く
、


৷
期
間
中
の
݈
߁
管
理
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
݈

を

ड

す
る
こ
と
が
推

さ
れ
て
い
る
。

市
で
は
多


්
の
݈

に
つ
い
て
、


ੜ
Ϋ
ϥ
ϒ

　
　
　
　
શ
ࠃ
త
に
গ
ࢠ
Խ
Λ
ͨ
Ͳ

る
ݱ
ࡏ
ỏ
市
Ͱ

ग़
࢈
ɾ
ࢠ
ҭ
て
Ԡ

ԉ
څ

ۚ
ࣄ
ۀ
ͳ
Ͳ

行
ỳ
て
い
る

͕
ỏ

Γ
ͳ
い
ͱ
い
͏


ଟ
い
Ố

市


්
݈

に
ิ
ॿ
Λ
ग़
͠
て
い

る
͕
ỏ
結
果
త
に

ສ
ԁ
ఔ
度
の
࣋

ͪ
ग़
͠
に
ͳ
る
έ
ồ
ε

͋
る
Ố
֦

ॆ
に
対
す
る
市
の
ߟ
͑
Λ

͏
Ố

　
　
　
　
ݝ
内
の
市
ொ
村
は
、
ް
生

労
働
ল
が
ඪ
४
的
な
݈

ճ

と
し

て
定
め
る
、
合
計
14
ճ
の
ҩ
ྍ
機
関

や
助
࢈
所
に
お
け
る

්
݈

に
つ

い
て
、
同
一
額
の
公
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
。

්
݈

は
保
ݥ
外

ྍ

খ㆓
㇀
㇉ଜ

ㆾ
㆕
ㆵ
ㆿจ

議
員

࣭



ห

議会中継

映像配信

⾣ 本会議（定例会・
ؒ࣌࠵会）の開࣌ྟ
はੜ中ܧを͝ཡいた
ͩけます。
⾣ 本会議開࠵͝ͱ
に、３後（ٳを
আく）͔Βըө૾
をࢹௌする͜ͱ͕で
͖ます。
※ 委員会は৴して
いません。


ը
์
ө

ϖ
ồ
δ

議会ہ議会૯課 029�883�1111（線 6110・6120・6130）

傍聴

される方への

お願い
⾣ ඞͣ͝自ͰݕԹをおئいします。
　ൃ・֏ͳどのঢ়͕͋るํମௐの༏れͳ
いํはௌを͝ԕྀいたͩくΑ͏おئいしま
す。
⾣ Ϛεクは֤自のஅで͝ண用くͩさい。
⾣ ௌडのফಟӷを׆༻してくͩさい。

市
議
会

ϖ
ồ
δ

ௌ委員報
委  員  長 খଜ　政จ

෭委員長 ٱ保օ࣮

委　　員 本　ୡٶ

委　　員 ଜ　子

委　　員 山中　ਅٷ

委　　員 খ୩さ͔

委　　員 ਆ୩　େଂ

委　　員 খٱ保࢙و

新たに２つのಛผ委員会をઃஔしました。

つくば中৺市֗
まͪづくΓௐࠪಛผ委員会
ઌの議員ࣙ職にい、定数を 27 人͔Β 25 人に変更しました。

。あΓます͕ߋଘの３つのಛผ委員会Ͱもมط

高Τネݚೆଆະར༻
にؔすΔௐࠪಛผ委員会
令和５年３݄ 20 けでফ໓しました。

ऴॲ分にؔすΔௐࠪಛผ委員会࠷

委員長　　খٱ保࢙و　　　　委員　高　จஉ
෭委員長　中　উඒ　　　　　　　ڮ本　Ղ子
委員　　　ٶ本　ୡ　　　　　　　ླ　࢜༤
　　　　　͋さの͑く͜　　　　　　Ԙా　ঘ

委員

εϙーπࢪઃௐࠪಛผ委員会

委員長　　　ଜ　清ོ　　　委員　খ୩さ͔
෭委員長　　長௩　ढ़　　　　　　ଜ　मण
委員　　　　খଜ　政จ　　　　　　൧岡　೭
　　　　　　ଜ　子　　　　　　ٱ保୩
　　　　　　山中　ਅٷ

委員

δΦύークਪਐಛผ委員会
定数͕９人͔Β８人に変更しました。
また、委員のࣙ任にい欠員を補ॆしました。

委員
委員長　　　ਆ୩　େଂ　　　委員　օ　ࢬ
෭委員長　　中ଜ　ॏ༤　　　　　　௩本　༸ೋ
委員　　　　ٱ保օ࣮　　　　　　খ　ହ
健༞　　　　　　ۚ子　和༤　ాࠇ　　　　　　

ಛूは 12 ϖーδ ⾣

　３݄定例会において、中長期的に対Ԡす͖課に対処するため、特別委員会を
設ஔしました。
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み
ど
り
の
学
Ԃ
義
務
教
育

学
校
の
౦
側
に
ྡ
接
す
る
市
所
有
の

土
地
に
、
ฏ

建
て
、
໘
ੵ
13
ฏ
方

ἇ
の

൜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
1�
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
会
計
予
算

　
　
　
　

令
和
５
年
度
の
ਫ
ಓ



ઃ

ࣄ
の
予
ఆ

۠
͓
Α
ͼ
ࠓ
ޙ
の


ࣄ
予
ఆ
に
つ
い
て

　
　
　
　

令
和
５
年
度
の
ਫ
道
管


設
工
事
に
つ
い
て
は
、
上
ڷ
大
॓
地

区
、প
࡚
⁋
地
区
、大
ી
ࠜ
中

地
区
、

谷
ా
部
不
動
ொ
地
区
、
中
別

別


学
Ԃ

地
区
で
໘
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、

部

ਫ
ѹ
解
ফ
事
業
は
長

高

地
区
、
װ
ઢ
管
整
備
事
業
は
、

ख
子
生
地
区
、
٢
প
地
区
、
大
࠭
地

区
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
٢
প
地

区
、
真

地
区
、
ౡ
名
地
区
、
令
和

10
年
度
ま
で
に
作
Ԭ
地
区
、
ੁ
間
地

区
、
谷
ా
部
地
区
の
װ
ઢ
管
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。　
　
　
　

【
議
案
第
30
号
】
つ
く
ば
市
ε
έ
ồ
τ

Ϙ
ồ
υ
ύ
ồ
Ϋ
条
例
に
つ
い
て

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
֎
̏
݅

い
ず
れ
も
、
質
疑
、
自
༝
౼
議
、

౼
論
は
あ
り
ま
せ
Μ
で
し
た
。

　
　
　
　

施
設
所
有
者
で
あ
る
大
和

リ
ー
ス
が
、
こ
の
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
る
た
め
、

आ
ྉ
に
工
事

費
用
を
上

せ
し
て
支

う
契
約
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
工
事
費
分
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

Ӵ
ੜ
අ



ૉ
ͳ
֗
ͮ

く
Γ
の
ਪ
ਐ
に
ཁ
す
る
ܦ
අ
に
関
͠
ỏ

Ϋ
Ϧ
ồ
ϯ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
ػ
ث
ઃ
ஔ
ࣄ

ۀ
ิ
ॿ
ۚ
の
対

ػ
ث
ͱ
૿
ֹ
ཧ
༝

に
つ
い
て

　
　
　
　

対
象
機
ث
は
、

電

と

೩
ྉ
電

と
な
る
。

電

は
令
和

４
年
度
１
５
０
݅
か
ら
令
和
５
年
度

３
３
０
݅
で
９
０
０
万
円
の
増
額
、

೩
ྉ
電

は
令
和
４
年
度
50
݅
か
ら

令
和
５
年
度
80
݅
で
、
機
ث
ಋ
入
の

ଅ
進
を
図
る
た
め
補
助
額
も
５
万
円

か
ら
９
万
円
に
増
額
し
、
４
７
０
万

円
の
増
額
で
合
計

１
３
７
０
万
円

の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

ຽ
ੜ
අ


൜
対
ࡦ
に
ཁ

す
る
ܦ
අ
に
関
͠
ỏ

൜
ε
ς
ồ
γ
ἀ

ϯ
ઃ
ஔ

ࣄ
の
֓
ཁ
に
つ
い
て

ス
を
行
っ
て
い
く
。
՝

と
し
て
は
、

工
事
費
と
予
算
の
࿈
ܞ
の
仕
組
み
作

り
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
議
案
第
21
号
】
つ
く
ば
市
ಛ
ผ
৬
の

৬
員
Ͱ
ඇ
ৗ
ۈ
の

の
の
報
ु
ٴ
ͼ

අ
༻
ห
ঈ
に
関
す
る
条
例
の
一
෦
Λ

վ
ਖ਼
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　

ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
ɾ
ε
Ϋ
ồ

ϧ
ڠ
議
会
の
委
員
報
ु
に
つ
い
て

　
　
　
　

令
和
５
年
度
に
ޗ
࠺
学
Ԃ

に
設
置
す
る
コ
ϛ
ỿ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
協
議
会
の
委
員
報
ु
で
、
人

は

30
人
、
委
員
報
ु
は
１
人
２
千
円
、

年
５
ճ
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

計
30
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算

　
　

　
　
　

૯

අ

ެ
ڞ
施
ઃ
Ϛ
ω

δ
ϝ
ϯ
τ
に
ཁ
す
る
ܦ
අ
に
関
͠
ỏ

དྷ
年
度
の
ࣄ
ۀ

༰
ͱ
՝

に
つ
い

て
　
　
　
　

来
年
度
の
事
業
内
容
は
、

大
規
模
な
施
設
（
メ
Ϟ
リ
ア
ル
ϗ
ー

ル
、
ফ

庁
ࣷ
な
ど
）
の
個
別
施
設

計
ը
の
策
定
が
ほ
΅
完
了
し
、
運
用

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
こ
Ζ
な
の
で
、

令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
の
ࡒ
ݯ
に

つ
い
て
、
工
事
費
を
シ
ϛ
ỿ
Ϩ
ー
シ
ョ

ン
し
、
予
算
と
の
࿈
ܞ
を
考
え
て
い

く
と
と
も
に
、
推
進
会
議
や
施
設
管

理
会
議
に
お
い
て
、
進
ḿ
管
理
の
ଞ
、

点
ݕ
や
研
修
の
充
実
な
ど
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し

て
、
現
場
で
の
点
ݕ
や
ྼ
化
度
調
査

を
指
ಋ
し
、
職
員
の
点
ݕ
意
識
と
技

ज़
向
上
に

め
る
。
個
別
施
設
計
ը

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
フ
Ỽ

ロ
ー
し
た
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
策
定
を
開
࢝

す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
公
共
施
設

マ
ネ
δ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
ࢼ
算
や

施
設
の
評
価
の
情
報
を
提
供
し
な
が

ら
、
個
々
の
施
設
の
現
ঢ়

Ѳ
と
計

ը
策
定
に
向
け
た
個
別
の
ア
υ
バ
イ

委
員
会
審
査

3
݄
ఆ
例
会
に
て
ỏ
̏
ৗ

委
員
会
͓
Α
ͼ
予
算
決

算
委
員
会
に

ୗ
͞
Ε
ͨ
議
案
ͳ
Ͳ
33
݅
Λ
審
査
す

る
ͨ
Ί
ỏ
委
員
会
ɾ

Պ
会
Λ
։
࠵
͠
·
͠
ͨ
Ố

　
　
　
　

ຽ
ੜ
අ

ࡏ

ߴ
ྸ
ऀ
等


ࢱ
ࣄ
ۀ
に
ཁ
す
る
ܦ
අ
に
関
͠
ỏ

ߴ
ྸ
ऀ
ి
ಈ
Ξ
γ
ε
τ
ࣗ
స
ं
ߪ
ೖ

අ
ิ
ॿ
ۚ
の
্

ͤ
の
対

条
݅
Λ

໔
ڐ
ฦ
ೲ
̍
年
Ҏ

に
ݶ
ఆ
͠
ͨ
ཧ

༝
ͱ
ỏ
ࣄ
ۀ
։
࢝
の
ܦ
Ң
に
つ
い
て

　
　
　
　

自
転
車
運
転
に
ม
わ
る
Ҡ

動
ख
ஈ
の
確
保
と
と
も
に
、
自
動
車

໔
ڐ
を
ฦ
ೲ
し
自
転
車
へ

り

え

る
よ
う
に
ଅ
す
こ
と
が
目
的
の
一
つ

で
あ
る
。
໔
ڐ
ฦ
ೲ
か
ら
１
年
以
上

経
ա
し
た
方
は
ฦ
ೲ
理
༝
が
ҟ
な
る

こ
と
も
あ
り
、
条
݅
を
１
年
以
内
と

限
定
し
た
。
今
後
事
業
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、
利
用
者

や
市
民
か
ら

の
意
見
を
౿
ま
え
て
ݕ
౼
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
݈
߁
増
進
や
外
出
支
援
を

目
的
に
໔
ڐ
ฦ
ೲ
を
ଅ
せ
る
৽
た
な

Ҡ
動
ख
ஈ
を
考
え
た
場
合
に
、
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
あ
れ
ば
体
力
が

な
く
て
も
使
え
る
の
で
は
と
考
え
、

հ
護
予

の
観
点
か
ら
年
齢
も
ૣ
め

の
70
歳
と
し
て
࢝
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　

࣭
ٙ

議案詳細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
議
案
第
23
号
】
つ
く
ば
市
ಛ
ఆ
ڭ
ҭɾ

保
ҭ
施
ઃ
ٴ
ͼ
ಛ
ఆ

Ҭ
ܕ
保
ҭ
ࣄ

ۀ
の
ӡ
Ӧ
に
関
す
る
ج
४
Λ
ఆ
Ί
る

条
例
の
一
෦
Λ
վ
ਖ਼
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　

第
2�
条


ռ
に

る
ݖ

ݶ
の
ཚ
༻
ې
ࢭ
の

আ
ཧ
༝
に
対
す

る
議
案
࣭
ٙ
Ͱ
の

ห
に
つ
い
て
ỏ

ࠓ
ճ
の
条
例
͔
Β
第
2�
条
͕

আ
͞

Ε
ͨ


త
ͳ
ཧ
༝

ỏ
ຽ
法
第

８
̎
̎
条
の

আ
͕
ൃ

Ͱ

͋
る

͕
ỏ
ࣇ
ಐ

ࢱ
法
第
��
条
第
̏
߲
͔

Β

ռ
の
ن
ఆ
͕

আ
͞
Ε
ͨ
͜
ͱ

に
Α
る

の
Ͱ

ͳ
い
͔

　
　
　
　

民
法
第
８
２
２
条
が

আ

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
࿈
法
で
あ

る
児
童
福
祉
法
第
47
条
第
３
項
に
お

け
る
児
童
福
祉
施
設
の
長
等
の

ռ

等
に
係
る
規
定
が
改
正
さ
れ
た
。
本

議
案
の
条
例
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

い
て
制
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
様

に

ռ
に
関
す
る
条
項
を

আ
し
た
。

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　

૯

අ
ớ
Ծ
শ
Ờ
つ
く
ば

η
ϯ
λ
ồ
市
ຽ
૭
ޱ
৽
ઃ
に
ཁ
す
る

ܦ
අ
に
関
͠
ỏ

आ
ྉ
͕
૿
ֹ
͠
ͨ

ཧ
༝
に
つ
い
て

࣭
ٙ

࣭
ٙ

࣭
ٙ


ห


ห


ห


ห

૯

จ
ڭ

Պ
会

૯

จ
ڭ
委
員
会


ࢱ
保
݈

Պ
会


ࢱ
保
݈
委
員
会

市
ຽ
ܦ
ࡁ

Պ
会


市
ݐ
ઃ

Պ
会

࣭
ٙ

࣭
ٙ


ห


市
ݐ
ઃ
委
員
会

࣭
ٙ


ห

࣭
ٙ


ห


ห

■ 運営・管理情報

～

■ 敷地・建物情報

㎡ ㎡

㎡

台 棟

％

％

％

■ 防災拠点情報

■ 複合施設情報

■ 備考

用途地域１

用途地域２

全 棟 数

防災拠点指定 指定なし

施 設 名

建ぺい率２

543.00

建ぺい率１

準工業地域 容 積 率 200.00

3

4

施 設 名

所 在 地

所 管 課

設 置 根 拠

設 置 目 的

施設大分類

施設中分類

施設小分類

施 設 番 号

特 記 事 項

財 産 区 分

地 域 区 分

指定管理者

営 業 時 間

時 間 事 項

供用廃止日

施 設 面 積

総延床面積

敷 地 面 積

駐 車 台 数

土地所有形態

89,268.47

一部賃貸

外 観 写 真

基準年月日 令和4年10月1日

つくば市役所の位置を定める条例

市役所庁舎

行政系施設F012

建物所有形態

24,775.06

24,775.06

借地（有償）

17:15

土日祝：8:30～17:15
木曜日は20時まで。

8:30

つくば市役所

研究学園1-1-1

つくば市 財務部 管財課

庁舎等

市役所

コミュニティ棟校賃借期間2019年4月1日～2034年3月31日期間満了かつ支払終了後つくば市に所有権移転

行政財産

ＴＸ地区

5

つ く ば 市 施 設 カ ル テ

基 本 情 報

2

No.

3

1



10

第 1�� 号　令和５年（2023 年）� 月 1 日 委員会審ࠪ・議案等審議

て
い
る
施
設
に
入
る
こ
と
も
で
き
な

い
の
は
理
解
で
き
な
い
。
高
エ
ネ
研

南
側
未
利
用
地
の
土
地
売
買
契
約
書

も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
市

民
だ
け
で
は
な
く
議
員
に
も
隠
し
続

け
て
い
る
。
十
分
な
議
論
が
な
い
た

め
、
も
う
一
度
速
や
か
な
説
明
と
議

論
を
議
会
に
持
ち
込
む
こ
と
を
提
案

し
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
度
一
般
会

計
予
算
案
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
０
８
５
億
１
千
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
、
69
億
７
８
０
０
万
円
、
６・
９
％

の
増
で
あ
る
。
こ
の
予
算
案
は
、
児

童
生
徒
の
急
増
に
伴
う
学
校
建
設
を

は
じ
め
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の

対
応
な
ど
、
中
長
期
的
な
視
点
で
予

算
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
市
民

が
生
き
生
き
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
進
め
る
た
め
の
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
機
能
拡
充

事
業
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

な
ど
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
、
最

先
端
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
と
す

る
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子

育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
、
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の

整
備
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
増

員
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
拡
充

な
ど
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備

や
学
び
の
質
の
向
上
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
福
祉

賛
成
討
論

【
議
案
第
29
号
】
つ
く
ば
市
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
に

つ
い
て

　
　
　

   

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
　
　

本
条
例
は
、
法
律
の

改
正
に
基
づ
い
た
条
例
で
あ
り
、
大

本
の
法
律
に
反
対
で
あ
る
た
め
反
対

す
る
。

　
　
　
　
　
　

個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
の
確
保
に
関
し
て
、
専
門

的
な
知
見
に
基
づ
く
意
見
を
聞
く
こ

と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
に
は
、
つ
く
ば
市
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
個
人
情
報
の
保
護
に
必
要

な
措
置
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
た
め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　

   
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
補
正
予
算
で
市
税
が

15
億
円
伸
び
て
お
り
、
今
後
も
市
税

の
伸
び
は
堅
調
で
あ
る
。
最
大
限
、

市
民
の
要
求
に
応
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
少
な
く
と
も
15
億
円
を
プ
ラ

ス
し
た
予
算
規
模
が
妥
当
と
考
え
反

対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

提
案
さ
れ
た
予
算
は

市
民
第
一
の
、
市
政
実
現
の
た
め
の

施
策
に
重
点
的
か
つ
優
先
的
に
予
算

が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
評
価
す
べ
き

予
算
案
と
な
っ
て
い
る
の
で
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

予
算
決
算
委
員
会

【
議
案
第
８
号
】
令
和
５
年
度
つ
く
ば

市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

原
案
可
決

　
　
　
　
　
　

職
員
の
コ
ー
チ
ン
グ

研
修
は
、
庁
内
の
人
間
関
係
が
良
く

な
っ
た
気
が
す
る
だ
け
で
、
コ
ー
チ

ン
グ
の
効
果
で
市
民
の
理
解
を
得
て
、

止
ま
っ
て
い
た
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
完
了
し
た
と
い
う
例
も
全
く
な

い
が
、
次
年
度
予
算
は
倍
額
と
な
る
。

（
仮
称
）
つ
く
ば
市
陸
上
競
技
場
整
備

事
業
で
は
、
大
規
模
事
業
評
価
委
員

会
か
ら
市
民
へ
の
説
明
不
足
と
指
摘

さ
れ
た
が
、
各
地
区
へ
の
説
明
会
の

予
定
も
な
く
、
粛
々
と
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
敬
老
祝
写
真
贈
呈
事
業
の
利

用
率
30
％
の
設
定
は
、
そ
も
そ
も
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
本
来
な
ら
予
算
を

増
や
し
、
市
民
に
周
知
す
る
な
ど
利

用
率
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
高
齢

者
が
楽
し
み
に
す
る
敬
老
福
祉
大
会

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動

制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
の
に
開
催

を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
子

ど
も
の
学
習
支
援
事
業
が
市
内
18
カ

所
で
３
４
１
５
万
円
の
予
算
に
対
し
、

居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業
は
１
カ
所

で
２
８
６
６
万
円
と
、
適
正
な
運
用

か
疑
問
で
あ
る
。
内
容
も
は
っ
き
り

せ
ず
、
施
設
も
ど
こ
か
答
え
ら
れ
な

い
と
の
一
点
張
り
で
、
市
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
が
市
の
予
算
が
使
わ
れ

議
案
等
審
議

反
対
討
論

本
人
の
同
意
な
く
第
三
者
へ
の
提
供
、

目
的
外
利
用
が
可
能
と
な
り
、
自
治

体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
外
部
提

供
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に

な
る
。
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
を
確
保
す
る
た
め
、
専
門
的
な
知

見
に
基
づ
く
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必

要
な
と
き
は
、
つ
く
ば
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
審
査
会
メ
ン
バ
ー

に
民
間
企
業
の
関
係
者
が
入
る
可
能

性
が
あ
り
、
市
民
の
立
場
で
意
見
で

き
る
専
門
家
が
選
ば
れ
る
か
は
分
か

ら
ず
、
歯
止
め
に
な
る
の
か
定
か
で

は
な
い
。
附
帯
決
議
に
ど
れ
ほ
ど
の

拘
束
力
が
あ
り
、
実
効
性
が
あ
る
か

も
分
か
ら
ず
、
文
言
に
も
強
制
力
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
条
例
が

培
っ
て
き
た
自
治
体
独
自
の
個
人
情

報
保
護
制
度
を
骨
抜
き
に
す
る
個
人

情
報
保
護
法
改
定
に
伴
う
こ
の
条
例

改
定
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

本
議
案
は
、
国
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
全
国
の
自
治
体
が
一
斉

に
条
例
を
改
正
、
も
し
く
は
制
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

の
確
保
に
関
し
て
、
専
門
的
な
知
見

に
基
づ
く
意
見
を
聴
く
こ
と
が
特
に

必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
つ

く
ば
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
個
人
情
報
の

保
護
に
必
要
な
措
置

が
図
ら
れ
て
い
る
た

め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

対
策
で
は
、
高
齢
者
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
購
入
費
補
助
事
業
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
、
子
ど
も
の

学
習
や
居
場
所
づ
く
り
の
支
援
な
ど
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
障
害
の
あ
る

人
の
生
活
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
な
ど
、
包
摂
的
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
内
容
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
で
は
、
視
覚
障
害
者
向
け
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
や
道
路
・

街
路
な
ど
の
整
備
、
維
持
管
理
事
業

な
ど
、
公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
う
。
つ
く
ば

の
魅
力
を
一
層
引
き
出
す
取
り
組
み

と
し
て
、
労
働
者
協
同
組
合
の
設
立

支
援
事
業
や
（
仮
称
）
み
ど
り
の
学

校
プ
ー
ル
建
設
事
業
な
ど
市
民
の
主

体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

筑
波
ふ
れ
あ
い
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
、

豊
里
ゆ
か
り
の
森
整
備
事
業
な
ど
、

つ
く
ば
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た

観
光
施
設
を
整
備
す
る
。
以
上
、
提

案
さ
れ
た
予
算
案
は
、
市
民
第
一
の

市
政
実
現
の
た
め
の
施
策
を
重
点
的

か
つ
優
先
的
に
予
算
配
分
さ
れ
、
評

価
す
べ
き
予
算
案
と
な
っ
て
い
る
た

め
賛
成
す
る
。

【
議
案
第
29
号
】
つ
く
ば
市
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

原
案
可
決

　
　
　
　
　
　

本
議
案
で
は
、
匿
名

加
工
情
報
制
度
の
内
容
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
匿
名
加
工
す
る
こ
と

で
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
し
、

反
対
討
論

議
案
第
29
号

附
帯
決
議
案

市
は
、
住
民
の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
事
務
を
行
っ
て
お

り
、
多
様
か
つ
大
量
の
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
は
、
市
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
進
め
る
本
市
は
、
今
後
、

個
人
情
報
の
活
用
が
活
発
に
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の

取
扱
い
を
誤
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
個
人
情
報
保
護
審
議
会
等
へ
の
諮
問
の
在
り
方
、

要
配
慮
個
人
情
報
及
び
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
、
並
び
に
法

令
で
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
作
成
・
公
表
義
務
の
対
象
外
と

さ
れ
て
い
る
千
人
未
満
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
特
に
留
意
さ
れ
た
い
。

提
出
者

小
森
谷
さ
や
か
委
員  

あ
さ
の
え
く
こ
委
員

川
村

直
子

委
員     

皆
川

幸
枝

委
員

賛
成
討
論

反
対
討
論
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第 1�� 号　令和５年（2023 年）� 月 1 日

案　件　名 議決結果

【議案第２号】　   令和４年度つくば市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

【議案第３号】　   令和４年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　   （第３号） 原案可決

【議案第４号】　   令和４年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　　　　   （第２号） 原案可決

【議案第５号】　   令和４年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　   （第３号） 原案可決

【議案第６号】　   令和４年度つくば市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

【議案第７号】　   令和４年度つくば市下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

【議案第８号】　   令和５年度つくば市一般会計予算 原案可決

【議案第９号】　   令和５年度つくば市国民健康保険特別会計予算 原案可決

【議案第 10 号】　令和５年度つくば市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

【議案第 11 号】　令和５年度つくば市作岡財産区特別会計予算 原案可決

【議案第 12 号】　令和５年度つくば市等公平委員会特別会計予算 原案可決

【議案第 13 号】　令和５年度つくば市介護保険事業特別会計予算 原案可決

【議案第 14 号】　令和５年度つくば市水道事業会計予算 原案可決

【議案第 15 号】　令和５年度つくば市下水道事業会計予算 原案可決

【議案第 16 号】　つくば市公告式条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 17 号】　つくば市情報公開条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 18 号】　つくば市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負
　　　　　　　   担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 19 号】　つくば市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正す
　　　　　　　   る条例について 原案可決

【議案第 20 号】　つくば市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例につ
　　　　　　　   いて 原案可決

【議案第 21 号】　つくば市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
　　　　　　　   関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

令 和 ５ 年 ３ 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧
案　件　名 議決結果

【議案第 22 号】　つくば市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
　　　　　　　   の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 23 号】　つくば市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
　　　　　　　   に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 24 号】　つくば市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
　　　　　　　   める条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 25 号】　つくば市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
　　　　　　　   準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 26 号】　つくば市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 27 号】　つくば市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 28 号】　つくば市都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 29 号】　つくば市個人情報の保護に関する法律施行条例について 原案可決

【議案第 30 号】　つくば市スケートボードパーク条例について 原案可決

【議案第 31 号】　市道路線の認定について 原案可決

【議案第 32 号】　市道路線の廃止について 原案可決

【議案第 33 号】　市道路線の変更について 原案可決

【議案第 34 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 35 号】　つくば市等公平委員会委員の選任について 同　意

【議案第 36 号】　つくば市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

【議案第 37 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 38 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 39 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 40 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 41 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 42 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

【議案第 43 号】　つくば市政治倫理審査会委員の任命について 同　意

委員会提出議案 議決結果

【委第１号議案】　つくば市議会基本条例の一部を改正する条例について 原案可決

【委第２号議案】　つくば市議会の個人情報の保護に関する条例について 原案可決

報　告　案　件　   　

【報告第３号】　専決処分事項の報告について

【報告第４号】　専決処分事項の報告について

【報告第５号】　専決処分事項の報告について

【報告第６号】　専決処分事項の報告について

【報告第７号】　専決処分事項の報告について

【報告第８号】　専決処分事項の報告について

【報告第９号】　専決処分事項の報告について

議案の
審議状況と

議決結果
詳細は QR コードから
ご覧いただけます。

議案等番号

つくば自民党 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク 創生クラブ 公明党

つくば
日本共産党

つくば市議団 つ 清 山 新

長
塚

俊
宏

黒
田

健
祐

神
谷

大
蔵

小
久
保

貴
史

五
頭

泰
誠

議
長

久
保
谷

孝
夫

宮
本

達
也

木
村

修
寿

塚
本

洋
二

飯
岡

宏
之

鈴
木

富
士
雄

川
村

直
子

あ
さ
の

え
く
こ

小
森
谷

さ
や
か

皆
川

幸
枝

小
村

政
文

中
村

重
雄

高
野

文
男

浜
中

勝
美

小
野

泰
宏

山
中

真
弓

橋
本

佳
子

川
久
保

皆
実

木
村

清
隆

塩
田

尚

金
子

和
雄

議案第２号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議案第８号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議案第 13 号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議案第 19 号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議案第 29 号 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
委第２号議案 ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

 　 ※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わりません。
　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　清＝清郷会　山＝山中八策の会　新＝新社会党つくば

令和５年３月定例会議員賛否一覧（議案などに対して賛否の分かれたものを、議員からの申し出に基づき掲載しています。）

※以下の議案１件は、撤回されました。
【議案第 71 号】つくば市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

　　　　　　　ついて
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第 1�� 号　令和５年（2023 年）５月̍日 ಛ　ू

ճʮ第࣍ 1�� 号ʯは令和５年（2023 年）８月̍日（Ր）にൃߦの༧定Ͱす。

塚本洋二
委員

黒田健祐
委員

川久保皆実
委員

金子和雄
委員

皆川幸枝
委員

中村重雄
෭委員長

小野泰宏
委員

神谷大蔵
委員長

ஜ山ҬδΦύーク̒市議会議員࿈ໍڠ議会とは
６市議会͕ີۓͳ࿈ܞの下に、ஜ山地域ジΦパークのਪਐにけたྗڠମ੍をཱ֬
し、ͦ の࿈ܞをਤり、６市のൃలに資する͜ͱを的に、平成 30 年 10 ݄ 24 に設ཱ。
ஜ山地域ジΦパークのਪਐのཁ׆動࿈ܞମ੍のڧԽͳどの事業を行ͬている。

ஜ山ҬδΦύーク中֩ڌࢪઃとは
でஜ山地域のେ地自વ、จԽͳどߍஜ౦中ֶچ
たくさんのັྗをൃ৴する͜ͱで、地域をੑ׆Խし、
資ݯをੈ࣍につͳ͛ていくڌ。ஜ山地域につい
てֶͿ͜ͱ͕で͖るϛχήーϜ࣮ݧ、ө૾లࣔͳど
を備し、ମֶݧश専員ͱの対を௨して、地域
のັྗをൃݟで͖るΑ͏にする。また、ߍ外ֶशのड
けೖれ認定ジΦΨΠドͱݺばれる案人にΑるπΞ
ーϓϩάϥϜもॆ࣮させる予定。

令和５年 1 ݄ 24 にּؒ市で開࠵されたஜ山
地域ジΦパーク６市議会議員࿈ໍڠ議会にࢀ加し
て͖ました。ੴ山຺でݱ地ࢹし、2 名のࢣߨ
に͝ߨԋをいた͖ͩました。ࠓ後も、6 市議会で
け、全し、ஜ山地域ジΦパークのൃలにྗڠ
ྗで取りんでい͖ます。

にڌをジΦパーク中֩ߍஜ౦中ֶچ
Ϧϊϕーγϣンする事͕ྃしまし
た。ジΦパークਪਐ特別委員会では令和
５年３݄ 28 に͜の施設のݱ地ࢹを
行いました。ࠓ後、ळのΦーϓンにけ
て準備͕ਐΉので、ͦの動にもࢹし
てまいります。

長（ւ道）ہ議会事ڠジΦパークਪਐּࡾ
で本ジΦパーク࠶認定ݱ地ௐ査員でも͋る下
ଜさん͔Β、「ジΦパークを׆用した教育ϓϩ
άϥϜ」について、͝ߨԋいた͖ͩました。

ஜ山地域ジΦパークਪਐڠ議会専員のখ
さん͔Β、「ஜ山地域における教育の取・
ग़લत業」について、͝ߨԋいた͖ͩました。

ࢹ地ݱԋ会の༷子ּؒ市のੴ山຺でのߨ

ஜ山ҬδΦύーク
中֩ڌࢪઃをݱࢹ

ஜ山ҬδΦύーク̒市議会
議員࿈ໍڠ議会ݚ修会にࢀՃ

委員一同、
ஜ山ҬδΦύークの

ൃలにけᬏਐしていきます。
。くださいظのల։にごޙࠓ

δΦύークਪਐಛผ委員会
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